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キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
パ
ラ
オ
共
和
国
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係

浅

野

和

生

序
章

安
倍
政
権
が
二
〇
一
六
年
に
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
を
打
ち
出
し
て
か
ら
、
国
際
社
会
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」

の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
は
も
と
よ
り
、
各
国
か
ら
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

構
想
（
乃
至
は
戦
略
）（Free

and
open

Indo-Pacific
Initiative/Strategy

）」に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
な
さ
れ
て
い（
1
）る。

一
方
、
日
本
は
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（Pacific

Islands
L
eaders

M
eeting:

PA
L
M

）」を
主
宰
し
て
お
り
、
一
九
九
七
年
の
第

一
回
か
ら
三
年
毎
に
開
催
し
て
、
す
で
に
八
回
を
数
え
、
次
回
の
第
九
回
は
、
二
〇
二
一
年
に
三
重
県
志
摩
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

序
章

第
一
章

キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関

係

第
二
章

パ
ラ
オ
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係

結
語
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定
し
て
い（
2
）る。
予
定
で
は
、
日
本
を
含
め
一
七
か
国
す
な
わ
ち
、
日
本
、
キ
リ
バ
ス
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
サ
モ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ツ
バ

ル
、
ト
ン
ガ
、
ナ
ウ
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
首
脳
が
出
席
す
る
大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
前
回
、
二
〇
一
八
年
の
第
八
回

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
上
記
の
主
権
国
家
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
領
の
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
代
表
も
出
席
し
、
さ
ら
に
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Pacific
Islands

Forum

）
の
メ
グ
・
テ
イ
ラ
ー
（D

am
e
M
eg
Taylor

）
Ｐ
Ｉ

Ｆ
事
務
局
長
も
参
加
し（
3
）た。

と
こ
ろ
で
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
通
常
は
島
嶼
国
と
同
列
に
扱
わ
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
島

嶼
国
は
一
四
か
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
太
平
洋
島
嶼
国
の
中
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
と
台
湾
の
中
華
民
国
と
の
間
で
国
交
の
維
持
、
も
し

く
は
変
更
が
外
交
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
二
〇
一
九
年
八
月
ま
で
、
一
四
か
国
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
う

ち
、
六
か
国
が
台
湾
と
の
国
交
を
維
持
し
て
い
た
。

そ
の
六
か
国
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ツ
バ
ル
、
ナ
ウ
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
九
月

一
六
日
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
が
、
次
い
で
二
〇
日
に
キ
リ
バ
ス
が
台
湾
と
断
交
し
た
。
い
ず
れ
も
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
樹
立
に
伴

う
措
置
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
太
平
洋
島
嶼
国
を
め
ぐ
っ
て
、
中
国
が
友
好
関
係
を
拡
大
し
、
台
湾
の
太
平
洋
に
お
け
る
国
際
生
存
空
間

を
奪
取
し
よ
う
と
す
る
外
交
が
功
を
奏
し
た
形
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
中
国
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
バ
ス
に
顕
著
な
よ
う
に
、
経
済
的
支
援
を
用
い
て
双

方
が
取
り
合
う
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
キ
リ
バ
ス
は
、
一
九
七
九
年
に
独
立
す
る
と
、
中
国
と
の
外
交
関
係
を
結
ん
で
い
た

が
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
七
日
に
台
湾
と
外
交
関
係
を
結
び
中
国
と
は
断
交
、
そ
れ
が
二
〇
一
九
年
九
月
に
中
国
と
国
交
を
結
ん
で
台
湾

と
断
交
と
な
っ
た
歴
史
が
あ（
4
）る。
ま
た
、
ナ
ウ
ル
は
、
一
九
八
〇
年
以
来
、
台
湾
と
外
交
関
係
を
結
ん
で
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
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中
国
と
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
台
湾
と
断
交
し
、
そ
の
後
再
び
二
〇
〇
五
年
五
月
に
台
湾
と
国
交
を
樹
立
し
て
、
中
国
と
は
断
交
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
ウ
ル
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
は
、
台
湾
に
お
い
て
も
、「
金
銭
外
交
」
に
よ
る
不
毛
な
争
奪
戦
と
の
批
判

も
あ
っ（
5
）た。

経
済
的
に
未
発
達
で
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
民
一
人
当
た
り
年
間
所
得
が
一
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
と
い
う
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
キ
リ
バ
ス

に
は
、
一
定
の
経
済
支
援
を
約
束
す
る
こ
と
で
国
交
を
左
右
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
台
湾
と
中
国
に
よ
る
争
奪
戦
が
行
わ

れ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
地
政
学
的
な
位
置
の
重
要
性
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
今
日

の
キ
リ
バ
ス
の
首
都
を
含
む
タ
ラ
ワ
島
と
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
ブ
タ
リ
タ
リ
環
礁
（
マ
キ
ン
環
礁
と
も
い
う
、
マ
キ
ン
島
と
は
別
だ
が
日

本
で
は
マ
キ
ン
と
呼
ん
で
い
た
）
は
、
南
太
平
洋
の
制
海
権
掌
握
の
拠
点
と
し
て
日
本
軍
が
占
領
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
米
軍
と
の
激
戦

地
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
バ
ス
の
排
他
的
経
済
水
域
は
、
ハ
ワ
イ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
結
ぶ
導
線
を
横
断

す
る
位
置
に
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
か
ら
西
太
平
洋
に
至
る
広
大
な
海
域
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に

ア
メ
リ
カ
が
設
置
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
上
の
拠
点
と
ハ
ワ
イ
と
の
中
間
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
観
察
す
る
レ
ー
ダ
ー
サ
イ

ト
設
置
の
好
適
地
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
中
国
が
情
報
収
集
・
衛
星
追
跡
基
地
を
建
設
し
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
の
キ

リ
バ
ス
の
対
中
国
交
断
絶
で
撤
退
し
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
た
パ
ラ
オ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
支
配
す
る
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
東
京
湾
か
ら
小
笠
原
諸

島
、
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
を
経
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
西
部
に
至
る
、
中
国
が
設
定
し
た
い
わ
ゆ
る
第
二
列
島
線
上
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
中

国
が
南
シ
ナ
海
か
ら
西
太
平
洋
に
海
洋
支
配
を
拡
大
す
る
際
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
地
政
学
的
な
西
太
平
洋
の
要
衝
と

し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
日
本
が
国
際
連
盟
の
信
託
統
治
領
と
し
て
南
洋
庁
を
お
い
て
支
配
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
ア
メ
リ

カ
が
信
託
統
治
に
あ
た
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
六
月
に
行
わ
れ
た
キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
新
た
に
開
い
た
中
国
と
の
国
交
を
維
持
す
る
か
、
そ
れ

と
も
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
取
り
戻
す
か
、
ま
た
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
パ
ラ
オ
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
中
国
と
の
国
交
を
開
く
か
台
湾

と
の
外
交
関
係
を
維
持
す
る
か
、
が
一
つ
の
争
点
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
お
よ
び
パ
ラ
オ
の
大

統
領
選
挙
の
経
過
を
紹
介
し
て
、
今
日
の
太
平
洋
島
嶼
国
情
勢
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章

キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係

一
、
キ
リ
バ
ス
の
議
会
・
大
統
領
選
挙
制
度
と
二
〇
〇
三
年
大
統
領
選
挙

（
一
）
キ
リ
バ
ス
の
議
会
と
大
統
領
選
挙
の
制
度

ま
ず
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
の
基
本
情
報
で
あ
る
が
、
面
積
は
八
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
ほ
ぼ
対
馬
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
り
、
人
口

は
お
よ
そ
一
一
・
六
万
人
で
あ
る（
二
〇
一
八
年
）。
地
理
的
に
は
、
ハ
ワ
イ
島
の
南
に
位
置
し
て
お
り
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
諸
島
、
ラ
イ
ン
諸
島
の
三
つ
の
諸
島
群
か
ら
な
る
。
東
西
三
、
八
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
、
〇
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大

な
海
域
に
点
在
す
る
島
々
で
あ
る
が
、
バ
ナ
バ
島
が
海
抜
八
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
を
除
い
て
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
な
い
平
坦
な

島
々
で
あ
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
面
の
上
昇
で
消
滅
の
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
に
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
が
非
常

時
に
は
島
民
を
受
け
入
れ
る
と
公
式
に
表
明
し
て
い（
6
）る。

キ
リ
バ
ス
の
議
会
（H

ouse
of
A
ssem
bly

）
は
、
現
地
語
でM

aneaba
ni
M
aungatabu

と
呼
ば
れ
、
議
員
の
任
期
は
四
年
だ
が
不

信
任
案
の
可
決
に
よ
っ
て
解
散
総
選
挙
も
行
わ
れ
る
。
二
大
政
党
制
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
政
党
の
規
律
は
緩
く
、
政
党
の
再
編
が
多

く
、
議
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
所
属
政
党
を
変
え
る
。
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そ
の
選
挙
制
度
は
、
選
挙
区
の
人
口
に
よ
っ
て
一
人
区
か
ら
三
人
区
ま
で
全
国
で
二
三
選
挙
区
が
あ
る
が
、
有
権
者
は
定
数
と
同
じ
票

数
を
投
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
三
人
区
な
ら
候
補
者
の
中
か
ら
三
人
に
投
票
す
る
。
な
お
、
選
挙
権
年
齢
は
一
八
歳
で
あ
り
、
事
前

に
選
挙
区
に
お
い
て
有
権
者
登
録
を
し
た
者
だ
け
が
選
挙
に
参
加
で
き
る
。
投
票
時
間
は
、
朝
七
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
、
被
選
挙
権
は

二
一
歳
以
上
で
あ
る
。
第
一
回
投
票
で
は
、
過
半
数
を
獲
得
し
た
候
補
者
だ
け
が
当
選
と
な
る
。
も
し
過
半
数
を
獲
得
し
た
候
補
者
が
定

数
に
満
た
な
い
と
き
は
、
再
投
票
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
一
人
区
で
は
第
一
回
投
票
の
上
位
三
人
、
二
人
区
で
は
四
人
、
三
人
区

で
は
五
人
だ
け
が
投
票
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
複
数
定
数
区
で
は
、
す
で
に
過
半
数
を
得
票
し
た
候
補
者
は
当
選
が
確
定
し
て
、
選

挙
か
ら
除
外
さ
れ（
7
）る。

な
お
、上
記
の
二
三
選
挙
区
四
四
人
の
ほ
か
に
バ
ナ
バ
島
で
は
ラ
ビ
島
議
会
が
議
員
一
名
を
指
名
す
る
。と
い
う
の
は
、ラ
ビ
島
は
フ
ィ

ジ
ー
の
主
権
下
に
あ
る
島
だ
が
、
島
民
の
多
く
は
元
々
バ
ナ
バ
島
の
住
民
で
あ
っ
て
、
英
国
統
治
時
代
に
リ
ン
鉱
石
採
掘
の
た
め
に
バ
ナ

バ
島
か
ら
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
て
、
バ
ナ
バ
島
は
居
住
不
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人
は
こ
れ
と
は
別
に
司
法
長

官
と
し
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
に
は
全
部
で
四
六
人
が
存
在
す
る
が
選
挙
は
四
四
人
分
だ
け
行
わ
れ

る
。
な
お
、
二
〇
〇
七
年
以
前
は
、
選
挙
に
よ
る
議
員
の
定
数
は
四
〇
人
で
あ
っ
た
。

キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
は
、
現
地
語
でB

eretitenti

と
呼
ば
れ
る
が
、
任
期
は
四
年
で
三
期
ま
で
連
続
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
統

領
選
挙
は
、
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
後
お
よ
そ
二
ヵ
月
以
内
に
行
わ
れ
る
が
、
候
補
者
の
選
定
は
以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
議
会
か

ら
三
人
以
上
四
人
以
下
を
候
補
者
と
し
て
決
定
す
る
が
、
四
人
を
超
え
て
立
候
補
者
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
議
会
で
二
段
階
の
投
票
が
行

わ
れ
る
。
第
一
段
階
の
投
票
で
は
、
得
票
数
の
上
位
二
名
が
正
式
に
候
補
者
と
な
り
、
そ
の
二
名
を
除
い
た
残
り
の
候
補
者
を
対
象
に
第

二
段
階
の
投
票
を
行
っ
て
、
そ
の
投
票
で
の
上
位
二
名
を
加
え
て
四
名
が
候
補
者
と
な
る
。
こ
う
し
て
決
定
さ
れ
た
四
人
以
下
の
候
補
者

に
対
し
て
、
国
民
が
直
接
投
票
を
行
っ
て
大
統
領
を
選
出
す（
8
）る。
し
た
が
っ
て
、
大
統
領
は
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
も
の
で
、
選
出
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さ
れ
た
大
統
領
が
国
家
元
首
と
な
る
と
と
も
に
行
政
長
官
と
も
な
る
。
な
お
、
大
統
領
は
議
員
の
中
か
ら
閣
僚
を
指
名
し
て
内
閣
を
組
閣

す（
9
）る。
つ
ま
り
、
閣
僚
は
す
べ
て
議
員
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
キ
リ
バ
ス
の
政
治
制
度
は
、
議
院
内
閣
制
と
大
統
領
制
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

議
院
内
閣
制
が
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
い
う
首
班
指
名
選
挙
が
議
員
に
よ
っ
て
で
は
な
く
国
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
仕
組
み
で
あ

り
、
選
出
さ
れ
た
首
長
が
大
統
領
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
二
〇
〇
三
年
大
統
領
選
挙
の
経
過

以
上
の
よ
う
な
制
度
の
た
め
、
キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
は
、
大
統
領
選
挙
単
独
で
議
論
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
そ
の
直
前
の

議
会
選
挙
と
合
わ
せ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
の
議
会
選
挙
は
、
一
一
月
二
九
日
に
第
一
回
投
票
、
一
二
月
八
日
に
第
二
回
投
票
が
実
施
さ
れ
た
が
、
主
要
な
政
党
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
選
挙
を
前
に
発
足
し
た
真
実
の
柱
党
（Pillars

of
T
ruth,

現
地
語
でB

outokaan
te
K
oaua,

以
下
Ｂ
Ｔ
Ｋ
と
す
る
）
と

議
会
擁
護
党
（Protect
the
M
aneaba,

現
地
語
でM

aneaban
Te
M
aun,

以
下
Ｍ
Ｔ
Ｍ
と
す
る
）
で
、
こ
の
二
党
を
二
大
政
党
と
す
る

選
挙
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
与
党
で
あ
っ
た
が
、
七
議
席
を
減
ら
し
て
七
議
席
の
獲
得
に
終
わ
り
、
新
た
な
政
党
Ｂ
Ｔ

Ｋ
が
四
〇
議
席
中
一
七
議
席
を
獲
得
し
て
勝
利
し
た
。
ま
た
、
閣
僚
七
人
を
含
む
現
職
議
員
一
四
人
が
落
選
し
た
。
候
補
者
数
は
合
計
一

七
六
人
で
、
そ
の
過
半
数
は
Ｍ
Ｔ
Ｍ
所
属
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
戦
は
激
し
い
も
の
で
、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
党
首
の
ハ
リ
ー
・
ト
ン
は
、
彼
の
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
用
品
へ
の
国
章
の
使
用
禁
止
を
非
難
し
、
ま
た
、
中
国
大
使
か
ら
大
統
領
の
関
連
団
体
へ
の
資
金
提
供
を
非
難
し
た
。
一
方
、

Ｍ
Ｔ
Ｍ
は
、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
が
台
湾
寄
り
で
あ
る
と
批
判
し
て
い（
10
）た。
無
所
属
は
一
人
増
え
て
一
六
人
と
な
っ
た
が
、
選
挙
後
に
こ
の
う
ち
三
人

が
Ｂ
Ｔ
Ｋ
と
合
流
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
月
九
日
に
就
任
宣
誓
式
が
行
わ
れ
た
。
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こ
の
議
会
の
成
立
に
伴
っ
て
二
〇
〇
三
年
二
月
二
五
日
に
一
般
有
権
者
に
よ
る
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
に
は
、
二
大

政
党
か
ら
現
職
で
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
テ
ブ
ロ
ロ
・
テ
ィ
ト
大
統
領
（Teburoro
T
ito

）
と
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
タ
ベ
ラ
ナ
ン
・
テ
ィ
メ
オ
ン
議
員

（Taberannang
T
im
eon

）
が
候
補
者
と
な
っ
た
が
、
議
会
選
挙
で
の
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
勝
利
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ィ
ト
大
統
領
が
一
四
、
一

六
〇
票
（
五
〇
・
四
％
）
の
得
票
で
、
テ
ィ
メ
オ
ン
候
補
の
一
三
、
六
一
三
票
（
四
八
・
四
％
）
に
対
し
て
わ
ず
か
五
四
七
票
の
僅
差
で

勝
利
し
て
再
選
さ
れ
た
。
投
票
総
数
は
、
二
八
、
一
二
一
票
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
テ
ィ
ト
大
統
領
が
、
六
か
月
以
内
に
八
〇
〇
万
ド
ル
が
必
要
と
な
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
―

72
―

5
0
0
旅
客
機
の
政
府
支
出
に
よ
る
リ
ー

ス
の
た
め
の
補
正
予
算
を
提
出
す
る
と
、
三
月
二
四
日
の
議
会
開
会
初
日
に
不
信
任
案
が
出
さ
れ
て
二
一
対
一
九
で
可
決
し
た
。
不
信
任

手
続
き
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ト
大
統
領
は
高
等
裁
判
所
に
訴
え
た
が
敗
訴
し
て
、
五
月
に
改
め
て
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
テ
ィ
ト
大
統
領
は
二
〇
〇
三
年
二
月
の
大
統
領
選
挙
が
三
期
目
で
あ
り
、
当
選
か
ら
一
か
月
、
就
任
か
ら
一
日
で
不
信
任
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
も
一
期
と
み
な
さ
れ
、
大
統
領
任
期
は
三
期
連
続
ま
で
と
い
う
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
ト
大
統
領
は
次
の
大
統
領
選

挙
に
は
立
候
補
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ（
11
）た。

議
会
選
挙
は
五
月
九
日
に
第
一
回
投
票
、
一
四
日
に
第
二
回
投
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、
今
回
は
与
党
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
一
七
議
席
増
の
二
四
議

席
の
過
半
数
を
獲
得
し
て
、
前
回
よ
り
一
議
席
を
減
ら
し
て
一
六
議
席
と
な
っ
た
Ｂ
Ｔ
Ｋ
に
勝
利
し（
12
）た。

し
か
し
、
こ
れ
に
続
く
七
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
様
相
が
異
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
与
党
Ｍ
Ｔ
Ｍ
が
ハ
リ
ー
・
ト
ン
議
員
を
支
持

す
る
こ
と
と
し
、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
は
ハ
リ
ー
の
二
歳
年
下
の
実
の
弟
ア
ノ
テ
・
ト
ン
を
候
補
者
と
し
て
、
兄
弟
対
決
の
選
挙
と
な
っ
た
。
こ
の
選

挙
で
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
は
、
タ
ラ
ワ
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
中
国
の
情
報
収
集
・
衛
星
追
跡
基
地
に
つ
い
て
、「
適
切
な
時
期
に
対
応
す

る
」
こ
と
を
公
約
と
し
て
選
挙
戦
を
戦
っ
た
。
こ
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
に

関
わ
る
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
戦
略
ミ
サ
イ
ル
実
験
基
地
（the

R
onald

R
eagan

B
allistic

M
issile

D
efense

Test
Site

）
に
関
す
る
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情
報
収
集
も
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
は
ハ
リ
ー
の
女
性
問
題
を
攻
撃
し
た
。

七
月
四
日
の
選
挙
の
結
果
は
、
弟
の
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
ア
ノ
テ
・
ト
ン
が
一
三
、
五
五
六
票
（
四
七
・
四
％
）
の
得
票
で
、
兄
の
Ｍ
Ｔ
Ｍ
の
ハ

リ
ー
・
ト
ン
の
一
二
、
四
五
七
票
（
四
三
・
五
％
）
を
一
、
〇
九
九
票
差
で
破
っ
て
当
選
し
、
七
月
一
〇
日
に
就
任
宣
誓
を
行
っ（
13
）た。

こ
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
事
後
に
ハ
リ
ー
・
ト
ン
議
員
が
ア
メ
リ
カ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
な
か
で
、
弟
の
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大

統
領
を
含
む
ト
ン
家
と
中
国
の
外
交
官
と
の
接
触
な
ど
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
バ
ス
が
一
九
七
九
年
に
独

立
す
る
と
翌
一
九
八
〇
年
に
中
国
と
国
交
が
樹
立
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
、
ア
ノ
テ
と
ハ
リ
ー
を
含
む
ト
ン
家
の
人
間
は
中
国
の
外
交
官

か
ら
接
待
を
受
け
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
ハ
リ
ー
・
ト
ン
は
湯
哈
利
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
は
湯
安
諾
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
華
僑
系
の
キ
リ

バ
ス
人
で
あ
る
。
し
か
し
七
年
前
に
中
国
の
追
跡
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
る
と
、
ハ
リ
ー
は
そ
の
解
体
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、

中
国
と
の
接
触
は
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
は
断
た
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
ハ
リ
ー
は
台
湾
に
接
近
し
て
、
二
〇
〇
二
年
末
に
は
台
湾
の
外

交
官
で
あ
る
劉
富
添
と
会
合
を
も
ち
、
選
挙
資
金
と
し
て
八
万
ド
ル
の
提
供
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
「
札
束
外
交（“dollar

diplom
acy”

）」で
、
台
湾
が
キ
リ
バ
ス
と
の
国
交
樹
立
を
求
め
て
き
た
一
環
と
し
て
、
大
統
領
選
挙
資
金
の
提
供
を
申
し
出
た
も
の
だ
と

説
明
し
た
。
た
だ
し
、
台
湾
は
こ
れ
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統
領
が
親
台
湾
派
と
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
ハ
リ
ー
・
ト
ン
は
親
中
国
派
で
あ
る
と
の
評
価
も
あ（
14
）る。

ま
た
、
大
統
領
選
挙
前
に
は
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
に
も
国
外
で
の
選
挙
資
金
の
受
領
が
あ
っ
た
が
、
本
人
は
そ
の
出
所
を
確
認
し
て
い
な

い
と
し
て
、
外
国
か
ら
の
政
治
資
金
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
説
明
し
た
。

当
選
し
た
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統
領
は
、
公
開
の
議
論
を
経
ず
に
一
〇
月
二
四
日
に
台
湾
と
の
国
交
樹
立
を
閣
議
決
定
し
、
一
一
月
七
日

に
署
名
し
て
、
後
か
ら
こ
れ
を
発
表
し
た
。

ト
ン
大
統
領
は
、
大
統
領
当
選
後
の
一
〇
月
に
初
め
て
台
湾
側
の
人
間
と
接
触
し
た
と
説
明
し
た
が
、
台
湾
側
は
、
杜
筑
生
・
中
華
民
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国
外
交
部
次
長
が
ト
ン
大
統
領
と
一
週
間
に
わ
た
っ
て
話
し
合
い
を
行
い
、
国
交
樹
立
に
合
意
し
た
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
簡

又
新
・
外
交
部
長
（
外
務
大
臣
に
相
当
）
も
、
台
湾
以
外
の
地
点
で
ト
ン
大
統
領
と
秘
密
裏
に
会
談
し
た
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い（
15
）る。

こ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
か
ら
は
、
一
年
間
に
八
〇
〇
万
ド
ル
四
年
間
の
資
金
援
助
の
申
し
出
が
あ
り
、
主
と
し
て
空
港
の
改
善
と
漁
業
加

工
施
設
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
金
額
は
、
住
民
一
人
当
た
り
年
間
九
〇
ド
ル
に
相
当
す
る
も
の
で
、
中
国
か
ら
の
一
〇
〇

万
ド
ル
も
し
く
は
二
〇
〇
万
ド
ル
の
援
助
よ
り
望
ま
し
い
と
ト
ン
大
統
領
は
評
価
し
た
。

他
方
、
中
国
は
国
交
断
絶
と
と
も
に
、
キ
リ
バ
ス
向
け
の
援
助
を
一
切
停
止
す
る
こ
と
と
し
て
、
建
設
中
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

を
放
棄
し
、
病
院
に
派
遣
中
の
六
人
の
医
師
を
帰
国
さ
せ
、
中
国
の
大
学
に
留
学
中
の
キ
リ
バ
ス
学
生
へ
の
学
費
無
償
化
も
廃
止
さ
れ
る

と
と
も
に
、
衛
星
追
跡
施
設
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
中
国
か
ら
の
援
助
分
に
つ
い
て
は
、
台
湾
が
肩
代
わ
り
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
キ
リ
バ
ス
と
台
湾
と
の
国
交
樹
立
が
発
表
さ
れ
る
と
、
間
も
な
く
中
国
は
キ
リ
バ
ス
と
の
国
交
断
絶
を
発

表
し（
16
）た。

二
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙

（
一
）
二
〇
〇
七
年
大
統
領
選
挙
の
経
過

ト
ン
大
統
領
の
政
権
は
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
二
〇
〇
七
年
に
任
期
満
了
で
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
で
選
出

さ
れ
る
議
員
定
数
が
四
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
回
投
票
が
八
月
二
二
日
に
、
続
い
て
三
〇
日
に
第
二
回
投
票
が
行
わ
れ
、
二
三

の
選
挙
区
で
四
四
人
が
選
出
さ
れ
た
。
投
票
者
数
は
約
四
三
、
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統
領
ら
現
職
四
四
人
全
員
を
含

む
一
四
六
人
が
第
一
回
投
票
に
立
候
補
し
た
。
な
お
、
選
挙
の
主
要
な
争
点
は
教
育
と
就
業
機
会
の
拡
大
で
あ
っ
た
。

第
一
回
投
票
で
は
一
八
議
席
が
確
定
し
た
が
、
そ
の
中
に
ト
ン
大
統
領
が
含
ま
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
八
議
席
の
う
ち
一
二
議
席
は
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Ｂ
Ｔ
Ｋ
が
占
め
た
。第
二
回
投
票
の
結
果
Ｂ
Ｔ
Ｋ
は
合
計
一
八
議
席
で
過
半
数
に
届
か
ず
、Ｍ
Ｔ
Ｍ
も
七
議
席
で
、無
所
属
が
一
九
と
な
っ

た
。
な
お
、
第
二
回
投
票
の
投
票
率
は
六
七
・
五
四
％
と
発
表
さ
れ（
17
）た。

与
党
Ｂ
Ｔ
Ｋ
は
過
半
数
を
占
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
党
の
元
大
統
領
タ
バ
イ
議
員
（Ierem

ia
Tabai

）
は
、
ま
だ
流
動
的
で
は

あ
る
も
の
の
無
所
属
の
新
人
議
員
の
多
数
が
与
党
側
に
つ
く
と
の
見
通
し
か
ら
、
こ
の
選
挙
結
果
は
政
府
側
に
と
っ
て
良
い
結
果
だ
と
述

べ
て
い
た
。
な
お
、
選
挙
後
に
、
無
所
属
議
員
の
一
部
が
、M
aurin

K
iribati

Party

（
Ｍ
Ｋ
Ｐ＝

Protect
K
iribati

Party

）
とK

iribati

Tabom
oa
Party

を
結
成
し
た
。

こ
の
議
会
構
成
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
一
〇
月
一
七
日
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
現
職
の
ト
ン
大
統
領
が
一
五
、
六
七
六
票
（
六
四
・
三

〇
％
）
を
得
票
し
て
、
Ｍ
Ｋ
Ｐ
が
支
持
し
た
前
の
ト
ン
政
権
の
財
務
大
臣
ナ
ブ
テ
ィ
・
ム
ウ
ェ
ン
ウ
ェ
ニ
カ
ラ
ワ
候
補
（N

abuti

M
w
em
w
enikaraw

a

）
の
八
、
一
五
一
票
（
三
三
・
四
三
％
）
に
大
差
を
つ
け
て
再
選
さ
れ
た
。
大
統
領
の
就
任
宣
誓
は
一
〇
月
二
三
日

に
行
わ
れ（
18
）た。

な
お
、
Ｍ
Ｔ
Ｍ
か
ら
は
ト
ン
大
統
領
の
兄
ハ
リ
ー
・
ト
ン
が
立
候
補
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
会
で
の
候
補
者
選
定
選
挙
で
排
除
さ
れ
、

一
般
投
票
の
候
補
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ハ
リ
ー
・
ト
ン
は
一
〇
月
一
七
日
に
投
票
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
街
頭
行
動
を
行
っ
た
。

結
局
、
大
統
領
選
挙
の
投
票
率
は
お
よ
そ
四
三
、
一
八
四
人
の
登
録
有
権
者
の
五
六
・
七
％
だ
っ（
19
）た。

そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
に
Ｍ
Ｔ
Ｍ
とK

iribati
Tabom

oa
Party

が
合
同
し
て
、
リ
メ
ー
タ
・
ベ
ニ
ア
ミ
ナ
（R

im
eta
B
eniam

ina

）

を
党
首
に
連
合
党
（U

nited
C
oalition

Party,

も
し
く
は
現
地
語
でK

arikirakean
Te
I-K
iribati

K
T
I

）
を
結
成
し
た
。

（
二
）
二
〇
一
二
年
大
統
領
選
挙
の
経
過

続
く
二
〇
一
一
年
の
議
会
選
挙
を
前
に
九
月
初
旬
、
国
際
連
合
の
潘
基
文
事
務
総
長
が
キ
リ
バ
ス
を
訪
問
し
て
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
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海
水
面
上
昇
に
つ
い
て
生
命
の
危
機
で
あ
る
と
訴
え（
20
）た。
ト
ン
大
統
領
と
の
夕
食
会
で
潘
基
文
は
、「
キ
リ
バ
ス
は
気
候
変
動
の
最
前
線

に
立
っ
て
い
る
」
と
し
「
こ
の
国
の
生
活
と
存
在
に
と
っ
て
気
候
変
動
が
い
か
に
深
刻
な
脅
威
で
あ
る
か
、
人
々
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
こ
の
旅
の
目
的
だ
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
翌
日
、
事
務
総
長
は
ア
バ
ラ
オ
地
区
と
テ
ビ
ニ
コ
ラ
村
を
訪
れ
る
と
、
海
岸
の
す
ぐ
そ
ば

か
ら
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
、
井
戸
が
塩
水
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
政
府
か
ら
飲
料
水
を
供
給
さ
れ
て
い
る
人
の
話
を
聞
く

と
と
も
に
、「
水
没
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
夜
眠
る
の
が
怖
い
」
と
の
少
年
の
声
に
対
し
て
「
そ
の
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
世

界
の
リ
ー
ダ
ー
に
伝
え
る
」
と
約
束
し
た
。

こ
の
た
め
、
続
く
選
挙
で
は
、
従
来
か
ら
の
就
業
問
題
と
と
も
に
気
候
変
動
が
主
要
な
争
点
と
な
っ
た
。
第
一
回
投
票
が
一
〇
月
二
一

日
、
第
二
回
投
票
が
一
〇
月
二
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
議
席
数
は
前
回
と
同
様
の
四
四
議
席
で
あ
る
が
、
女
性
一
二

人
を
含
む
一
三
八
人
が
立
候
補
し
た
。

こ
の
選
挙
で
は
与
党
Ｂ
Ｔ
Ｋ
は
、
Ｍ
Ｋ
Ｐ
と
Ｋ
Ｔ
Ｉ
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｉ
に
属
し
た
テ
ィ
ト
元
大
統
領
は
、
Ｂ

Ｔ
Ｋ
が
気
候
変
動
へ
の
対
処
に
時
間
を
費
や
し
す
ぎ
て
い
る
と
批
判
し
、
多
く
の
国
民
は
そ
れ
よ
り
も
生
活
費
の
高
騰
や
政
府
の
腐
敗
を

憂
慮
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
一
方
、
ト
ン
大
統
領
は
、
選
挙
戦
中
に
、
中
国
が
選
挙
結
果
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。

第
一
回
投
票
で
二
二
人
が
過
半
数
の
得
票
で
当
選
を
確
定
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
ト
ン
大
統
領
と
テ
ィ
ト
元
大
統
領
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
た
。
第
二
回
投
票
で
さ
ら
に
二
一
人
の
当
選
が
決
定
し
た
が
、
一
つ
の
選
挙
区
で
は
同
点
決
勝
と
な
っ
て
一
一
月
三
日
に
投
票
が
行
わ

れ
た
。
結
果
的
に
、
三
〇
人
が
再
選
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｔ
Ｋ
は
第
一
党
と
な
っ
た
が
一
五
議
席
に
と
ど
ま
り
、
Ｋ
Ｔ
Ｉ
が
一
〇
議
席
、
Ｍ
Ｋ
Ｐ

は
三
議
席
と
な
っ
た
。
四
人
の
女
性
候
補
は
全
員
が
当
選
し
た
。

一
一
月
二
五
日
に
議
会
が
招
集
さ
れ
る
と
、
大
統
領
候
補
と
し
て
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
ト
ン
大
統
領
、
Ｋ
Ｔ
Ｉ
の
テ
タ
ウ
ア
・
タ
イ
タ
イ（Tetaua

Taitai

）
氏
と
Ｍ
Ｋ
Ｐ
の
レ
ミ
ー
タ
・
ベ
ニ
ア
ミ
ナ
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
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続
い
て
行
わ
れ
た
二
〇
一
二
年
一
月
一
三
日
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
登
録
有
権
者
四
九
、
九
一
〇
人
の
う
ち
三
九
、
九
三
九
人
が
投
票

し
て
、
投
票
率
は
六
八
・
〇
〇
％
、
そ
の
う
ち
一
四
、
三
一
五
票
（
四
二
・
一
八
％
）
を
得
票
し
た
ト
ン
大
統
領
が
、
一
一
、
八
八
六
票

（
三
五
・
〇
二
％
）
の
タ
イ
タ
イ
候
補
と
七
、
七
三
八
票
（
二
二
・
八
〇
％
）
の
ベ
ニ
ア
ミ
ナ
候
補
を
抑
え
て
再
選
さ
れ（
21
）た。
な
お
、
選

挙
は
、
当
初
二
〇
一
一
年
十
二
月
三
〇
日
に
予
定
さ
れ
た
が
、
国
民
が
新
年
の
祝
日
に
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か

ら
二
〇
一
二
年
一
月
一
三
日
に
延
期
さ
れ
た
も
の
で
あ（
22
）る。

こ
の
結
果
、
ト
ン
大
統
領
は
二
〇
〇
三
年
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
三
期
連
続
で
大
統
領
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
三
）
二
〇
一
六
年
大
統
領
選
挙
の
経
過

次
の
議
会
総
選
挙
は
、
第
一
回
投
票
が
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
〇
日
に
、
第
二
回
投
票
が
二
〇
一
六
年
一
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
第
一
回
投
票
は
一
三
三
人
と
や
や
少
な
い
候
補
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
八
人
が
女
性
で
あ
っ
た
。
登
録
有
権
者
数
は
四

〇
、
〇
〇
〇
人
で
同
選
挙
に
臨
ん
だ
政
党
は
Ｂ
Ｔ
Ｋ
、
Ｋ
Ｔ
Ｉ
と
Ｍ
Ｋ
Ｐ
の
三
政
党
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
後
に
後
の
二
つ
が
合
同
し
て

Tobw
aan
K
iribati

Party

（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
）が
結
成
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
、
議
会
勢
力
は
Ｂ
Ｔ
Ｋ
が
二
六
議
席
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
が
一
九
議
席
と
な
っ

た
。多

く
の
候
補
者
が
気
候
変
動
問
題
と
、
就
業
の
機
会
拡
大
と
雇
用
条
件
改
善
、
経
済
発
展
を
掲
げ
て
選
挙
戦
を
戦
っ
た
。
こ
の
選
挙
で

は
元
大
統
領
の
タ
タ
オ
・
テ
ナ
キ
（Teatao

Teannaki

）
が
落
選
し
た
が
、
選
挙
後
の
議
会
初
日
に
、
議
長
に
選
出
さ
れ（
23
）た。
な
お
、
キ

リ
バ
ス
議
会
は
、
選
挙
後
の
開
会
初
日
に
、
議
員
外
か
ら
議
長
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
議
会
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
の
タ
ー
ネ
ス
・
マ
ー
マ
ウ
（Taneti

M
aam
au

）、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
リ
ミ
ー
タ
・
ベ
ニ
ア
ミ
ナ
、
同
じ
く
Ｂ
Ｔ
Ｋ
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の
テ
ィ
ア
ネ
テ
ィ
・
イ
オ
ア
ネ
（T

ianeti
Ioane

）
の
三
人
を
大
統
領
候
補
に
選
出
し
た
。
な
お
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
は
大
統
領
を
三
期
務

め
た
の
で
、
憲
法
の
規
定
に
よ
り
立
候
補
で
き
な
い
。

三
月
九
日
に
国
民
の
投
票
が
行
わ
れ
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
の
マ
ー
マ
ウ
が
一
九
、
八
三
三
票
（
五
九
・
九
六
％
）
の
史
上
最
高
得
票
で
、
一
二
、

七
六
四
票
（
三
八
・
五
九
％
）
を
獲
得
し
た
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
ベ
ニ
ア
ミ
ナ
お
よ
び
同
じ
く
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
イ
オ
ア
ネ
の
四
八
二
票
（
一
・
四
五
％
）

を
抑
え
て
初
当
選
を
果
た
し（
24
）た。
一
九
七
九
年
の
キ
リ
バ
ス
独
立
以
来
五
人
目
の
大
統
領
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
で
は
、
登
録
有
権
者
数
は

四
三
、
一
八
四
人
で
、
投
票
率
は
七
六
・
九
九
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
議
会
の
過
半
数
は
野
党
の
Ｂ
Ｔ
Ｋ
な
の
で
、
同
じ
く
過
半
数
の

得
票
で
当
選
し
た
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
と
の
関
係
は
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ（
25
）た。

マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
キ
リ
バ
ス
南
部
の
オ
ノ
ト
ア
島
の
出
身
で
、
長
い
官
僚
の
経
歴
の
後
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
議
員
と
な
り
、
テ
ィ
ト

大
統
領
の
時
代
に
は
政
府
高
官
と
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
の
公
約
は
、
コ
プ
ラ
（
ヤ
シ
の
実
の
中
身
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の

で
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
石
鹸
、
蝋
燭
な
ど
の
原
料
と
な
る
）
の
一
キ
ロ
単
価
を
二
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
中
等
学
校
高
学
年
の
教
育
無

償
化
、
反
汚
職
委
員
会
の
常
設
な
ど
で
あ
る
が
、
当
選
後
に
は
二
〇
一
六
年
か
ら
三
六
年
ま
で
の
二
〇
年
間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン（
Ｋ
Ｖ
20
）

を
提
示
し（
26
）た。
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
閣
僚
、
各
省
庁
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
バ
ス
の
各
地
の
代
表
と
の
広
範
な
協
議
を
経
た
持
続
可
能
な
長
期

開
発
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
キ
リ
バ
ス
初
だ
と
さ
れ
て
い（
27
）る。

三
、
二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
の
議
会
選
挙
と
そ
れ
に
続
く
大
統
領
選
挙
で
、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
が
勝
利
し
、
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統
領
が
誕
生
し

た
こ
と
が
、
キ
リ
バ
ス
の
対
台
湾
政
策
の
転
換
点
と
な
り
、
台
湾
と
正
式
の
国
交
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
中
国
と
の
国
交
断
絶
と
な
っ
た
。

先
述
の
通
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
タ
ラ
ワ
島
に
設
置
さ
れ
て
い
た
中
国
の
情
報
収
集
・
追
跡
レ
ー
ダ
ー
基
地
は
撤
去
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
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十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
ト
ン
大
統
領
の
Ｂ
Ｔ
Ｋ
に
よ
る
政
権
が
継
続
し
、
そ
の
間
は
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

ト
ン
大
統
領
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
国
連
で
訴
え
、
キ
リ
バ
ス
が
海
面
下
に
沈
む
こ
と
が
あ
れ
ば
住
民
全
て
を
フ
ィ
ジ
ー
に
移
住
さ

せ
る
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
潘
基
文
国
連
事
務
総
長
の
キ
リ
バ
ス
訪
問
を
実
現
さ
せ
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
。
地
球
温
暖
化
問

題
を
南
太
平
洋
の
島
嶼
国
の
存
続
問
題
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
せ
る
こ
と
で
、
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
キ
リ
バ
ス
の
存
続
を
願
っ

た
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
ト
ン
大
統
領
は
、
七
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
っ
て
キ
リ
バ
ス
の
首
都
タ
ラ
ワ
か
ら
一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
に
あ
る
、
お

よ
そ
六
、
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
（
約
二
四
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
光
市
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
）
の
フ
ィ
ジ
ー
の
島
を
購
入
し
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
移
住
す
る
と
な
れ
ば
、
経
費
や
就
業
、
国
籍
問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
待
ち
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ（
28
）た。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
の
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
、
海
水
面
の
上
昇
に
よ
る
キ
リ
バ
ス
の
水
没
問
題
に
対
し
て
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

採
用
し
た
。
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
ら
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
科
学
的
研
究
の
成
果
と
し
て
、
そ
も
そ
も
ト
ン
元
大
統
領
が
述
べ
た
よ
う
に
、
数

十
年
で
キ
リ
バ
ス
が
海
面
下
に
没
す
る
こ
と
は
な
く
、
今
世
紀
末
ま
で
の
海
面
上
昇
は
一
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
口

が
密
集
し
て
い
る
タ
ラ
ワ
に
お
い
て
、
海
面
上
昇
に
対
応
し
て
、
周
囲
の
砂
を
浚
渫
し
て
居
住
地
や
道
路
を
二
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
す
る

こ
と
で
、
海
面
が
上
昇
し
て
も
海
面
下
に
水
没
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。

マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
こ
の
他
に
、
ハ
ワ
イ
に
比
較
的
近
い
ク
リ
ス
マ
ス
島
を
年
間
一
、
〇
〇
〇
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
と
す

る
た
め
、
空
港
、
港
湾
を
整
備
し
て
、
中
国
船
の
使
用
に
も
供
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
島
と
マ
グ
ロ
漁
と
で
、
キ
リ
バ

ス
は
経
済
的
に
も
発
展
可
能
性
が
あ
る
と
訴
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
バ
ス
の
海
抜
も
、
経
済
も
、
上
昇
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
が
マ

ー
マ
ウ
大
統
領
の
主
張
で
あ
る
。
な
お
、
首
都
タ
ラ
ワ
か
ら
三
、
二
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
島
の
観
光
拡
大
の
た
め
に
は
、
航
空

機
の
確
保
が
必
須
で
あ
り
、
九
二
席
の
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
・
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
二
機
の
購
入
を
計
画
し
て
、
マ
ー
マ
ウ
政
権
は
、
そ
の
一
機

分
を
台
湾
か
ら
の
無
償
援
助
で
得
よ
う
と
計
画
し
た
。
し
か
し
、
台
湾
は
、
無
償
援
助
で
は
な
く
借
款
供
与
で
の
対
応
を
提
案
し
た
の
で
、
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マ
ー
マ
ウ
政
権
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
が
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
対
立
候
補
に
政
治
資
金
提
供
を
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
、
ト
ン
大
統
領
時
代
の
従
来
の
対
外
関
係
を
切
り
替
え
る
こ
と
と
し
、
台
湾
と

の
断
交
と
中
国
と
の
国
交
樹
立
を
選
択
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
変
更
は
、
キ
リ
バ
ス
の
国
民
一
般
に
必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、「
我
々

は
台
湾
を
愛
し
て
お
り
、
中
国
は
嫌
い
だ
。
平
和
が
欲
し
い
。（“W
e
love

Taiw
an,
w
e
hate

C
hina,

w
e
w
ant
peace.”

）」と
台
湾
の

国
旗
を
手
に
振
り
な
が
ら
叫
ぶ
、
街
頭
行
動
も
起
き（
29
）た。

二
〇
二
〇
年
に
は
、
四
月
七
日
に
議
会
の
第
一
回
選
挙
の
投
票
が
、
第
二
回
の
決
戦
投
票
が
一
五
日
に
予
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
た
議
会
か
ら
、
次
期
大
統
領
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
、
三
月
六
日
に
再
選
を
目
指
す
こ
と
を

公
表
し（
30
）た。

議
会
選
挙
で
は
、
第
一
回
投
票
で
、
四
四
議
席
中
二
三
議
席
が
確
定
し
、
二
一
議
席
が
第
二
回
投
票
に
回
さ
れ（
31
）た。
第
二
回
投
票
は
、

登
録
有
権
者
三
〇
、
九
五
三
人
中
二
七
、
二
〇
三
人
が
投
票
、
投
票
率
は
八
八
％
で
あ
っ
た
が
、
野
党
Ｂ
Ｔ
Ｋ
が
九
議
席
、
与
党
Ｔ
Ｋ
Ｐ

が
一
二
議
席
を
獲
得
し（
32
）た。
こ
の
結
果
、
最
終
的
に
野
党
が
二
三
議
席
と
な
っ
て
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
与
党
は
過
半
数
を
失
っ（
33
）た。

以
上
の
選
挙
結
果
か
ら
、
続
く
大
統
領
選
挙
で
は
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
に
挑
戦
す
る
ベ
リ
ナ
候
補
（B

anuera
B
erina

）
に
勝
算
が
あ

る
と
す
る
報
道
が
な
さ
れ
て
い（
34
）た。
ベ
リ
ナ
候
補
は
、
元
々
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
与
党
Ｔ
Ｋ
Ｐ
の
党
員
で
、
二
〇
一
六
年
に
は
党
内
で
大

統
領
候
補
を
め
ぐ
っ
て
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
、
元
キ
リ
バ
ス
の
国
連
大
使
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
リ
ナ
は
、
マ
ー
マ
ウ
が
台
湾
と

の
外
交
関
係
を
断
っ
て
中
国
と
の
国
交
を
樹
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
中
国
は
キ
リ
バ
ス
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る
友
人
に
は
な
ら
な
い
と

し
て
一
二
人
の
同
僚
党
員
と
と
も
に
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
と
袂
を
分
か
ち
、
キ
リ
バ
ス
第
一
党
（K

iribati
First

Party

）
を
結

成
し
た
。
こ
の
結
果
、
議
会
の
過
半
数
を
失
っ
た
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
、
二
〇
二
〇
年
予
算
案
を
否
決
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
運
営
に
苦
し

む
結
果
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ベ
リ
ナ
の
キ
リ
バ
ス
第
一
党
は
、
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
Ｂ
Ｔ
Ｋ
と
連
合
し
て
、
五
月
一
日
に
は
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B
outokaan

K
iribati

M
oa
Party

（
Ｂ
Ｋ
Ｍ
）
を
結
成
し
た
。
こ
う
し
て
、
二
〇
二
〇
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
戦
は
、
親
中
派
の
現
職
マ

ー
マ
ウ
大
統
領
と
親
台
湾
派
の
野
党
ベ
リ
ナ
候
補
と
の
対
決
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ア
ノ
テ
・
ト
ン
前
大
統
領
は
、
キ
リ
バ
ス
の
大

統
領
選
挙
史
上
も
っ
と
も
苛
烈
な
戦
い
と
評
し（
35
）た。

ま
た
、
選
挙
戦
中
か
ら
ベ
リ
ナ
は
キ
リ
バ
ス
の
大
統
領
選
挙
に
対
す
る
中
国
の
干
渉
に
つ
い
て
警
告
を
発
し
て
お
り
、
ベ
リ
ナ
に
と
っ

て
選
挙
戦
の
相
手
は
対
立
候
補
の
マ
ー
マ
ウ
と
中
国
の
二
者
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
中
国
の
駐
キ
リ
バ
ス
大
使
館
は
こ
れ
を
否
定
し

た
が
、
実
際
に
は
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
選
挙
を
唐
松
根
大
使
と
そ
の
他
中
国
の
大
使
館
幹
部
は
大
っ
ぴ
ら
に
支
援
し
て
お
り
、
タ
ラ
ワ

に
お
い
て
、
無
料
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
野
球
帽
を
配
布
し
て
い
た
。
ま
た
、
与
党
が
勝
利
す
れ
ば
、
議
事
堂
の
新
築
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ベ
リ
ナ
候
補
が
台
湾
と
の
国
交
回
復
を
公
約
と
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
大
統
領
選
挙
は
、
実
質
的
に
キ
リ
バ
ス
の

対
中
国
・
台
湾
外
交
関
係
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
様
相
を
呈
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
の
干
渉
は
不
可
避
の
状
態
だ
っ（
36
）た。

こ
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
が
二
六
、
〇
五
三
票
（
五
九
・
三
二
％
）
を
獲
得
し
て
、
一
七
、
八
六
六
票
（
四
〇
・

六
八
％
）
に
終
わ
っ
た
ベ
リ
ナ
候
補
を
破
っ
て
再
選
を
果
た
し
た
。
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
勝
利
で
、
キ
リ
バ
ス
の
台
湾
と
の
国
交
回
復
の

可
能
性
が
当
面
は
な
く
な
り
、
中
国
の
太
平
洋
へ
の
進
出
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
選
挙
結
果
を
中
国

は
高
く
評
価
し（
37
）た。

同
時
に
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
戦
略
国
際
研
究
所
（C

enter
for
Strategic

and
International

Studies=
C
SIS

）
の
ポ

ー
リ
ン
グ
（G
reg

Poling

）
は
、「
台
湾
に
と
っ
て
打
撃
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
キ
リ
バ
ス
を

拠
点
と
す
る
中
国
の
影
響
力
拡
大
を
懸
念
し
て
い
る
」
と
し
、「
中
国
か
ら
の
投
資
と
資
金
貸
与
が
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
統
治
を
弱
体
化

さ
せ
買
収
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

実
際
、
二
〇
二
〇
年
一
月
六
日
に
は
、
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
は
中
国
を
公
式
訪
問
し
て
、
王
毅
外
相
と
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
会
談
を
も
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ち
、
覚
書
に
署
名
す
る
な
ど
、
対
中
関
係
は
急
速
に
強
化
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
す
で
に
中
国
か
ら
は
、
キ
リ
バ
ス
の
生
活
支
援
の
た
め

に
四
二
〇
万
ド
ル
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
影
響
力
拡
大
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
章

パ
ラ
オ
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係

一
、
パ
ラ
オ
共
和
国
の
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙

パ
ラ
オ
共
和
国
は
、
西
太
平
洋
の
島
嶼
国
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
国
土
面
積
は
四
八
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
栃
木
県
鹿
沼
市
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
が
、
人
口
は
お
よ
そ
一
万
八
千
人
で
、
埼
玉
県
嵐
山
町
と
ほ
ぼ
同
様
と
い
う
世
界
最
小
ク
ラ
ス
の
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、

北
緯
二
度
か
ら
八
度
、
東
経
一
三
一
度
か
ら
一
三
五
度
に
広
が
る
そ
の
領
海
面
積
は
、
六
十
万
平
方
キ
ロ
と
、
日
本
の
国
土
面
積
三
七
八
、

〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
を
は
る
か
に
超
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
広
大
で
あ
る
。
位
置
的
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
同
様
の
緯

度
で
、
日
本
の
関
東
地
方
に
近
い
経
度
で
あ
る
。

元
は
ス
ペ
イ
ン
が
領
有
し
て
い
た
が
、
一
八
九
九
年
か
ら
ド
イ
ツ
が
買
収
し
て
ド
イ
ツ
領
と
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
四

年
に
日
本
が
占
領
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
に
、
国
際
連
盟
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
（
南
洋
群
島
）
を
日
本
の
信
託
統
治
領
と
し
た
た
め
、

そ
の
一
部
と
し
て
パ
ラ
オ
も
日
本
が
信
託
統
治
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、こ
こ
に
南
洋
庁
が
置
か
れ
て
、日
本
に
よ
る
統
治
の
拠
点
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
接
収
し
、
そ
の
ま
ま
一
九
四
七
年
に
は
国
際
連
合
に
よ
っ

て
太
平
洋
信
託
統
治
領
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
六
五
年
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
が
発
足
す
る
と
、
パ
ラ
オ
も
代
表
を
派
遣
し
て
、
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
に
住
民

投
票
の
結
果
と
し
て
パ
ラ
オ
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
独
立
す
る
こ
と
と
し
、
一
九
八
一
年
に
は
パ
ラ
オ
単
独
で
の
憲
法
を
制
定
、
発
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布
し
て
自
治
政
府
を
発
足
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
一
九
八
二
年
に
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
自
由
連
合
盟
約
（C

om
pacts

of
Free

A
ssociation,

以
下
、「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
す
る
。）
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
、
一
九
九
三
年
の
八
回
目
の
住
民
投
票
で
こ
の
案
が
承
認
さ

れ
、
翌
年
、
一
九
九
四
年
十
月
一
日
に
コ
ン
パ
ク
ト
が
発
効
し
て
独
立
を
達
成
、
十
二
月
に
は
国
連
に
加
盟
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
コ
ン
パ
ク
ト
は
有
効
期
間
が
五
十
年
で
、
当
初
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
か

ら
財
政
支
援
を
受
け
、
そ
の
一
方
で
国
防
と
安
全
保
障
を
ア
メ
リ
カ
に
委
ね
る
も
の
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
改
訂
さ
れ
て
、
さ
ら
に

十
五
年
間
、
し
た
が
っ
て
二
〇
二
四
年
ま
で
、
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
が
財
政
支
援
を
行
い
、
国
防
と
安
全
保
障
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い（
38
）る。

な
お
、
二
〇
一
八
年
七
月
現
在
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
財
政
支
援
は
、
単
年
度
で
三
、
四
七
〇
万
ド
ル
、
累
計
二
億
二
、

六
三
六
万
ド
ル
で
あ
る
。
日
本
も
同
年
に
一
、
三
九
〇
万
ド
ル
を
援
助
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
二
億
八
、
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
支
援
は
相
当
な
額
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
が
一
七
、
二
八
〇
ド
ル
と
、
太
平
洋
島
嶼
国
の

な
か
で
は
最
も
高
い
国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ラ
オ
は
大
統
領
制
で
、
二
院
制
の
議
会
が
あ
る
。
議
会
の
総
選
挙
は
四
年
に
一
回
で
、
小
選
挙
区
制
で
国
土
全
体
を
一
六
の
選
挙
区

に
分
け
、
定
数
一
六
人
の
下
院
（
代
議
院
）
と
、
定
数
一
三
で
全
国
区
の
上
院
が
置
か
れ
て
い
る
。
上
院
の
選
挙
で
は
、
有
権
者
は
定
数

と
同
じ
一
三
名
連
記
で
投
票
す
る
。
ま
た
、
総
選
挙
と
同
日
に
大
統
領
選
挙
の
第
二
回
投
票
が
行
わ
れ
る
。
事
前
に
行
わ
れ
る
第
一
回
投

票
（Prim
ary

E
lection

）
で
は
、
大
統
領
と
副
大
統
領
に
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
者
が
出
て
、
個
別
の
投
票
が
行
わ
れ
る
。
第
一
回
投
票
の

上
位
二
名
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
に
第
二
回
投
票
が
行
わ
れ
、
第
二
回
投
票
の
最
高
得
票
者
が
当
選
と
な
る
。
今
日
ま
で
、
パ
ラ
オ
で
は
組

織
化
さ
れ
た
政
党
が
な
く
、
い
ず
れ
も
無
所
属
で
の
立
候
補
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
投
票
時
間
は
朝
七
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
で
、
夜
九

時
に
は
開
票
が
開
始
さ
れ
る
。
選
挙
権
は
一
八
歳
、
被
選
挙
権
は
二
五
歳
で
あ
る
。
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憲
法
発
効
と
と
も
に
初
代
の
ハ
ル
オ
・
レ
メ
リ
ク
（H

aruo
R
em
elik

）
が
大
統
領
に
就
任
し
て
以
来
、
自
治
領
と
し
て
大
統
領
選
挙

が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
第
六
代
の
ク
ニ
オ
・
ナ
カ
ム
ラ
（K

unio
N
akam

ura

）
大
統
領
の
一
期
目
（
一
九
九
三
年
一
月
一
日
か
ら
一

九
九
七
年
一
月
一
日
）
に
独
立
を
達
成
し
、
そ
の
ま
ま
同
大
統
領
が
二
〇
〇
一
年
一
月
一
日
ま
で
二
期
八
年
に
わ
た
っ
て
政
権
を
担
当
し

た
。
こ
の
間
の
一
九
九
九
年
に
パ
ラ
オ
は
台
湾
の
中
華
民
国
と
国
交
を
樹
立
し
て
お
り
、
北
京
の
中
華
人
民
共
和
国
と
は
外
交
関
係
が
な

い
。そ

の
後
は
、
ト
ミ
ー
・
メ
レ
ン
ゲ
サ
ウ
（T

hom
as
R
em
engesau

）Jr

が
二
〇
〇
九
年
一
月
一
五
日
ま
で
二
期
八
年
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

ト
リ
ビ
オ
ン
（Johnson

Toribiong

）
が
二
〇
一
三
年
一
月
一
七
日
ま
で
一
期
四
年
、
続
い
て
再
び
ト
ミ
ー
・
メ
レ
ン
ゲ
サ
ウ
Jr
が
二
期

八
年
を
担
当
し
て
、
昨
年
、
二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
の
ス
ラ
ン
ゲ
ル
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス

（Surangel
W
hipps

Jr.

）
の
大
統
領
就
任
が
決
定
し
た
。

な
お
、
パ
ラ
オ
の
大
統
領
は
二
期
八
年
を
務
め
る
と
退
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
再
度
立
候
補
す
る
こ
と
は
妨
げ
な

い
規
定
な
の
で
、
メ
レ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
通
算
十
六
年
大
統
領
を
務
め
、
昨
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
退
任
し（
39
）た。

二
、
二
〇
一
六
年
大
統
領
選
挙

二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
挙
は
、第
一
回
投
票
に
向
け
て
現
職
の
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
、ス
ラ
ン
ゲ
ル
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
、サ
ン
ド
ラ
・

ピ
エ
ラ
ン
ト
ッ
ツ
ィ
（Sandra

Pierantozzi

）、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ベ
ル
ス
（A

ntonio
B
ells

）
の
四
人
が
立
候
補
し
た
が
、
こ
の
う
ち
ベ

ル
ス
は
一
九
九
六
年
か
ら
代
議
院
議
員
、
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
か
ら
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
下
で
副
大
統
領
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
、

唯
一
の
女
性
候
補
で
あ
っ
た
ピ
エ
ラ
ン
ト
ッ
ツ
ィ
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
、
一
期
目
の
メ
レ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
下
で

副
大
統
領
を
務
め
た
政
治
家
で
あ
る
。
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こ
の
選
挙
戦
は
、
一
九
九
四
年
の
独
立
以
来
最
大
の
激
戦
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
過
去
最
長
期
間
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ（
40
）た。
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
期
で
、
パ
ラ
オ
の
発
展
の
た
め
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
の
で
、
再
選
さ
れ
れ

ば
、
次
の
任
期
で
他
の
候
補
を
超
え
た
成
果
を
達
成
で
き
る
と
主
張
し
て
い
た
。
同
大
統
領
は
、
二
八
歳
の
若
さ
で
上
院
議
員
に
選
出
さ

れ
、
九
二
年
と
九
六
年
に
は
副
大
統
領
、
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
大
統
領
を
経
験
し
、
そ
の
上
二
〇
〇
九
年
か
ら
二

〇
一
二
年
ま
で
上
院
議
員
を
務
め
た
上
で
二
〇
一
二
年
か
ら
大
統
領
と
い
う
、
長
い
政
治
歴
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
間
に
、
パ
ラ
オ
国
内

の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
環
境
政
策
に
よ
っ
て
著
名
な
存
在
と
な
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
適
地
と
し
て
パ
ラ
オ
観
光
を
メ
ジ
ャ
ー

に
し
て
き
た
。

他
方
、
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ウ
ィ
ッ
プ
ス
は
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
の
妹
と
結
婚
し
た
義
理
の
兄
弟
で
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
ラ
オ
の
変

革
を
訴
え
て
上
院
議
員
か
ら
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
し
た
が
、
親
族
か
ら
対
立
候
補
が
出
た
こ
と
は
、
パ
ラ
オ
の
文
化
か
ら
す
れ
ば
異
例

の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ッ
プ
ス
は
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
路
線
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
パ
ラ
オ
の
人
び
と
の
生
活
を

よ
り
よ
く
で
き
る
と
主
張
し
て
き
た
。
問
題
は
、
パ
ラ
オ
の
経
済
が
発
展
し
て
い
て
も
、
人
々
の
生
活
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と

だ
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
上
院
議
員
を
務
め
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
に
も
二
〇
一
一
年
に
も
、
上
院
議
員
選
挙
で
は
最
高

得
票
率
で
当
選
し
て
き
た
。

九
月
二
九
日
に
第
一
回
投
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、
在
外
投
票
分
を
除
い
て
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
が
三
、
七
六
四
票
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス

候
補
が
二
、
九
八
五
票
、
ピ
エ
ラ
ン
ト
ッ
ツ
ィ
候
補
は
六
五
七
票
、
ベ
ル
ス
候
補
は
二
三
九
票
で
あ
っ（
41
）た。
在
外
投
票
を
含
め
た
結
果
で

は
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
が
四
、
九
五
一
票
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
が
三
、
七
六
二
票
と
な
っ
て
、
こ
の
選
挙
で
は
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統

領
と
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
の
両
氏
が
上
位
二
名
と
し
て
第
二
回
投
票
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
回
投
票
で
は
、
在
外
投
票
で
も
、
レ
メ

ン
ゲ
サ
ウ
候
補
が
一
、
一
八
七
票
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
は
七
七
七
票
で
、
こ
こ
で
も
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
が
上
回
っ
て
い（
42
）た。
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な
お
、
二
〇
一
六
年
の
代
議
院
選
挙
（H

ouse
of
D
elegates

）
で
は
三
三
人
の
候
補
者
で
一
六
議
席
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
二

〇
一
五
年
の
パ
ラ
オ
の
人
口
は
二
一
、
二
六
五
人
で
登
録
有
権
者
数
は
一
五
、
八
九
〇
人
で
あ（
43
）る。

一
方
、
上
院
（Senate

）
で
は
、
一
三
人
中
八
人
が
現
職
と
な
っ
た
。
代
議
院
で
は
八
一
年
以
来
、
初
め
て
二
人
の
女
性
議
員
が
当
選

し
た
。
上
院
に
は
三
人
の
女
性
議
員
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
二
人
が
当
選
し
た
。
上
院
で
は
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
の
子
息
の
ア
リ
ッ
ク
・
ナ

カ
ム
ラ
（A

ric
N
akam

ura

）
が
二
五
歳
の
最
年
少
で
当
選
し
た
。

二
〇
〇
五
年
か
ら
パ
ラ
オ
の
人
口
は
一
二
％
減
少
し
て
い
た
た
め
、
有
権
者
の
一
部
が
議
員
定
数
に
つ
い
て
提
訴
し
て
訴
訟
と
な
っ
た

が
、
九
月
一
日
に
最
高
裁
は
上
院
の
定
数
を
一
三
か
ら
一
一
に
減
ら
す
よ
う
勧
告
し
た
。
し
か
し
、
一
〇
月
一
七
日
に
最
高
裁
は
そ
の
決

定
を
覆
し
て
従
来
通
り
の
一
三
人
で
よ
い
と
し
て
、
そ
の
通
り
に
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

一
一
月
一
日
の
第
二
回
投
票
に
つ
い
て
、
一
一
月
二
日
の
途
中
集
計
結
果
で
は
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
が
一
、
八
三
二
票
で
、
現
職
の
レ

メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
一
、
六
六
七
票
を
一
六
五
票
リ
ー
ド
し
て
い
た（
44
）が、
一
一
月
四
日
に
在
外
投
票
を
除
く
結
果
が
確
定
す
る
と
、
レ

メ
ン
ゲ
サ
ウ
候
補
が
四
、
〇
三
〇
票
で
三
、
九
五
二
票
の
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
を
わ
ず
か
七
八
票
差
で
逆
転
し（
45
）た。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
独
立
前
の
一
九
八
八
年
選
挙
で
の
三
一
票
差
以
来
の
接
戦
と
な
り
、
最
終
的
に
は
在
外
投
票
の
結
果
待
ち

と
な
っ
た
。
選
挙
前
の
予
想
で
は
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
が
余
裕
を
も
っ
て
再
選
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
予
想

外
の
接
戦
だ
と
評
さ
れ
た
。

在
外
投
票
の
開
票
は
一
一
月
八
日
以
後
に
両
陣
営
の
立
ち
合
い
の
下
で
作
業
が
行
わ
れ
た
結
果
、
一
一
月
一
〇
日
に
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ

大
統
領
が
五
、
一
〇
九
票
（
五
一
・
三
％
）、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
が
四
、
八
五
四
票
（
四
八
・
七
％
）
の
二
五
五
票
差
を
も
っ
て
再
選
を

確
定
さ
せ（
46
）た。
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三
、
二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係
維
持

二
〇
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
第
一
回
投
票
に
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
上
院
議
員
を
務
め
、
前
回
の
大
統
領
候
補

で
あ
り
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
義
理
の
弟
で
も
あ
る
実
業
家
の
ス
ラ
ン
ゲ
ル
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
Jr
候
補
、
投
票
の
時
点
で
現
職
副
大
統

領
の
レ
イ
ノ
ル
ド
・
オ
イ
ロ
ウ
チ
（R

aynold
O
ilouch

）
候
補
の
ほ
か
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
三
年
ま
で
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
一

回
目
と
二
回
目
の
任
期
の
間
に
大
統
領
を
務
め
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ト
リ
ビ
オ
ン
（Johnson

Toribiong

）
候
補
、
お
よ
び
代
議
院
議
員
を

一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
、
上
院
議
員
を
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
務
め
た
ア
ラ
ン
・
Ｒ
・
シ
ー
ド
（A

lan

R
echuldak

Sied

）
候
補
の
四
人
が
候
補
者
と
な
っ
た
。

四
人
に
よ
る
討
論
会
は
複
数
回
実
施
さ
れ
た
が
、
六
月
一
六
日
の
第
二
回
討
論
会
で
は
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
と
オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
は
、

ア
メ
リ
カ
や
台
湾
か
ら
の
経
済
的
支
援
を
得
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
後
の
パ
ラ
オ
の
経
済
発
展
を
図
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

た
。
台
湾
と
の
国
交
の
中
国
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
四
人
の
候
補
と
も
に
否
定
し
た
。
オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
は
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
の
台
湾
の
支
援
に
言
及
し
た
上
で
、「
パ
ラ
オ
に
は
敵
国
は
な
い
。
協
力
と
協
調
は
歓
迎
だ
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
中
国
と

の
関
係
改
善
の
可
能
性
を
含
む
と
み
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
は
、
台
湾
を
支
持
す
る
立
場
を
述
べ
た
上
で
、
台
湾
か
ら
パ
ラ
オ
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
多
様
な
手
段
が
あ
り
う
る
と
の
考
え
を
示
し（
47
）た。

選
挙
前
か
ら
心
配
さ
れ
た
の
が
、
在
外
投
票
の
執
行
手
続
き
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
通
常
二
、
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
在
外
投
票
に
参
加

し
て
そ
れ
ら
の
票
は
郵
送
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
航
空
便
が
減
便
さ
れ
て
グ
ア
ム
島
と
パ
ラ
オ
の
間
の

航
空
機
が
週
一
便
と
な
り
、
通
常
通
り
の
期
間
で
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
在
外
投
票
の
請
求
か
ら
、
投
票
用
紙
の
有
権

者
へ
の
郵
送
、
有
権
者
に
よ
る
郵
送
投
票
に
は
、
こ
の
た
め
相
当
な
日
数
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
投
票
用
紙
の
請
求
日
に
つ

い
て
選
挙
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
郵
送
投
票
が
開
票
に
間
に
あ
う
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ（
48
）た。
実
際
、
オ
ギ
ワ
ル（N

giw
al

）州
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で
事
前
に
実
験
し
た
と
こ
ろ
、
投
票
用
紙
を
六
三
通
配
布
し
て
投
票
の
郵
送
が
開
票
期
日
に
間
に
合
っ
た
の
は
二
票
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

九
月
二
二
日
の
大
統
領
選
挙
の
第
一
回
投
票
の
た
め
、
八
月
二
〇
日
に
一
、
三
四
五
票
が
在
外
有
権
者
に
郵
送
さ
れ
た
が
、
在
外
投
票
の

開
票
日
は
九
月
二
九
日
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
航
空
便
の
増
便
や
、
法
改
正
に
よ
る
投
票
期
間
延
長
と
開
票
日
の
延
期
な
ど
が
論
じ
ら
れ

た
。
実
際
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
八
月
二
一
日
に
、
在
外
投
票
の
開
票
日
を
投
票
日
の
七
日
後
か
ら
一
〇
日
後
に
延
期
す
る
法
案

を
議
会
に
提
出
し（
49
）た。
し
か
し
、
法
改
正
に
あ
た
る
議
員
た
ち
の
多
く
が
立
候
補
者
で
あ
っ
て
そ
の
不
在
者
投
票
を
受
け
る
立
場
に
あ
る

た
め
、
直
前
の
法
改
正
は
不
適
切
だ
と
の
批
判
も
あ
り
、
結
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
法
定
通
り
に
七
日
後
に
開
票
す
る
こ
と
に
な
っ

（
50
）た。
こ
う
し
て
第
一
回
投
票
は
九
月
二
二
日
に
行
わ
れ（
51
）た。

オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
は
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
路
線
の
継
承
を
訴
え
た
が
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
パ
ラ

オ
の
経
済
は
二
〇
二
〇
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス
九
・
五
％
、
二
〇
二
一
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
一
二
・
五
％
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
む
し

ろ
実
業
家
の
ウ
ィ
ッ
プ
ス
に
よ
る
路
線
の
転
換
で
、
経
済
の
好
転
に
期
待
す
る
国
民
が
多
く
、
そ
れ
が
第
一
回
投
票
で
の
ウ
ィ
ッ
プ
ス
の

リ
ー
ド
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
は
税
制
改
革
と
教
育
へ
の
投
資
拡
大
を
主
張
し
て
い
た
。
一
方
、
オ
イ

ロ
ウ
チ
候
補
は
、「
草
の
根
候
補
」
を
自
称
し
て
お
り
、
パ
ラ
オ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
を
主
張
し
て
い
た
。

候
補
者
討
論
会
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
は
、
中
国
へ
の
外
交
関
係
の
切
り
替
え
を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の

大
統
領
選
挙
は
、
実
質
的
に
パ
ラ
オ
の
台
湾
と
中
国
と
の
外
交
関
係
を
選
択
す
る
外
交
選
択
の
意
義
を
も
つ
も
の
と
見
ら
れ
た
。
一
部
に

は
、
オ
イ
ロ
ウ
チ
陣
営
へ
の
中
国
の
非
合
法
的
な
関
与
も
伝
え
ら
れ
て
い（
52
）た。

一
方
、
選
挙
を
前
に
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
、
西
太
平
洋
地
域
へ
の
中
国
の
進
出
に
対
抗
す
る
た
め
、
エ
ス
パ
ー
国
防
長
官
が
八
月
二

八
日
に
パ
ラ
オ
を
訪
問
し
て
中
国
を
批
判
す
る
と
と
も
に
パ
ラ
オ
に
お
け
る
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
言
及
し
た
。
こ
れ
に
応
え
た
レ
メ
ン

ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
と
パ
ラ
オ
の
特
別
な
関
係
に
つ
い
て
「
親
密
な
兄
弟
に
し
て
、
友
人
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
」
と
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表
現
し
て
、
二
〇
二
四
年
に
終
了
期
日
を
迎
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
延
長
の
交
渉
が
ま
と
ま
る
見
通
し
を
示
し（
53
）た。
こ
れ
に

対
し
て
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
一
、
五
〇
〇
キ
ロ
東
方
の
島
嶼
に
、
米
軍
基
地
建
設
を
招
請
す
る
と
と
も
に
、

米
軍
の
常
駐
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
沿
岸
警
備
隊
に
よ
る
パ
ラ
オ
領
海
の
監
視
に
も
期
待
を
示
し（
54
）た。
ま
た
、
第
一
回
投
票

と
第
二
回
投
票
の
間
の
一
〇
月
二
一
日
に
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
間
で
、
今
後
と
も
パ
ラ
オ
に
米
軍
の
恒
久
的
な

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
パ
ラ
オ
は
独
立
国
で
あ
る
が
軍
隊
を
も
た
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

そ
の
防
衛
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
エ
ス
パ
ー
国
防
長
官
お
よ
び

ケ
ネ
ス
・
ブ
レ
イ
ス
ワ
イ
ト
海
軍
長
官
に
書
簡
を
送
っ
て
パ
ラ
オ
に
軍
事
施
設
を
構
築
す
る
よ
う
要
請
し（
55
）た。
米
空
軍
の
調
査
チ
ー
ム
も

パ
ラ
オ
に
到
着
し
て
、
航
空
基
地
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
南
太
平
洋
島
嶼
国
に
対
し
て
、
近
年
は
中
国
の
海
洋
進
出
に
よ
る
圧
力
が
高
ま
っ
て
お
り
、
パ
ラ
オ
に
も
二
〇
一
五
年
頃
か
ら

中
国
人
旅
行
客
の
増
大
や
、
不
動
産
取
得
の
潮
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ラ
オ
に
お
い
て
は
そ
の
流
れ
は
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

既
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
九
年
九
月
に
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
キ
リ
バ
ス
が
、
相
次
い
で
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
し
て
中
国
と
国
交
を

樹
立
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
南
太
平
洋
島
嶼
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
八
〇
％
が
中
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
島
嶼
国
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
実
質
的
に
管
理
す
る
能
力
が
な
く
、
実
際
に
は
外
交
関
係
を
持
つ
外
部
勢
力
に
委
ね
て
し
ま
う
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
定
に
よ
り
、
そ
の
管
理
を
受
け
入
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
既
述
の
通
り
、
ア
メ

リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
基
地
を
提
供
し
て
い（
56
）る。
こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
ア
メ
リ
カ
議
会
で
は
、
中
国
の
圧
力
に
屈
し
て
台
湾
と
断
交
す

る
国
が
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
台
湾
同
盟
国
保
護
強
化
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
法
案
（
通
称
・
台
北
法
案
）」を
三
月
四
日
に

下
院
、
三
月
一
一
日
上
院
を
、
と
も
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
せ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
三
月
二
六
日
に
署
名
し
て
成
立
さ
せ
て
い（
57
）た。
ま

た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
し
て
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
制
定
の「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
枠
組
み（U

.S.
Strategic

Fram
ew
ork
for
the
Indo
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）」に
パ
ラ
オ
を
含
む
太
平
洋
島
嶼
国
を
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
し
て
維
持
さ
せ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
。
六
月
に
キ
リ
バ
ス

の
大
統
領
選
挙
で
中
国
派
が
勝
利
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
に
沿
っ
て
選
挙
戦
中
に
も
ア
メ
リ

カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
誇
示
し
た
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
米
中
対
立
構
図
と
相
俟
っ
て
、
パ
ラ
オ
の
有
権
者
が
台
湾
と
の
外
交
関
係
に

替
え
て
中
国
と
の
外
交
関
係
を
選
択
す
る
余
地
を
狭
め
た
と
み
ら
れ（
58
）る。

第
一
回
投
票
は
九
月
二
二
日
で
、
在
外
投
票
請
求
は
九
月
一
五
日
ま
で
、
そ
の
有
効
票
は
九
月
二
九
日
ま
で
の
到
着
分
、
第
二
回
投
票

は
一
一
月
三
日
で
、
在
外
投
票
請
求
は
一
〇
月
二
七
日
ま
で
、
有
効
票
は
一
一
月
一
〇
日
到
着
分
ま
で
と
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
在

外
投
票
分
を
除
い
て
ウ
ィ
ッ
プ
ス
が
三
、
五
四
六
票（
得
票
率
四
六
・
三
〇
％
）で
第
一
位
、
オ
イ
ロ
ウ
チ
が
一
、
九
八
四
票（
同
二
五
・

九
〇
％
）
で
第
二
位
、
ト
リ
ビ
オ
ン
が
一
、
一
四
五
票
（
一
四
・
九
五
％
）
で
第
三
位
、
シ
ー
ド
が
九
八
三
票
（
一
二
・
八
三
％
）
で
第

四
位
と
な
っ
て
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
と
オ
イ
ロ
ウ
チ
の
間
で
第
二
回
の
決
戦
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
事
実
上
決
ま
っ
た
。
な
お
、
第
一
回
投

票
の
在
外
投
票
の
請
求
数
が
一
、
九
七
八
票
で
、
期
限
内
に
到
着
し
た
の
が
七
二
八
票
だ
っ（
59
）た。

第
二
回
投
票
が
一
一
月
三
日
に
実
施
さ
れ
、
一
一
月
五
日
に
、
パ
ラ
オ
各
地
の
開
票
結
果
が
出
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候

補
が
一
、
二
〇
二
票
差
で
オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、
ま
だ
在
外
投
票
約
二
、
〇
〇
〇
票
が
開
票
さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
、

オ
イ
ロ
ウ
チ
候
補
は
敗
北
を
認
め（
60
）た。
そ
の
後
の
在
外
投
票
が
出
そ
ろ
っ
て
開
票
が
終
了
し
た
最
終
結
果
で
は
、
ウ
ィ
ッ
プ
ス
が
五
、
六

九
九
票
（
五
六
・
七
％
）
で
、
オ
イ
ロ
ウ
チ
の
四
、
三
五
一
票
（
四
三
・
三
％
）
に
一
三
％
の
差
を
つ
け
て
当
選
を
確
定
し（
61
）た。

な
お
、
在
外
投
票
に
は
、
二
、
三
九
三
票
が
海
外
に
郵
送
さ
れ
た
が
、
期
日
ま
で
に
返
送
さ
れ
た
の
は
一
、
〇
二
九
票
で
半
数
に
満
た

な
い
結
果
と
な
っ
た
。
在
外
投
票
の
多
く
は
グ
ア
ム
と
マ
リ
ア
ナ
だ
が
、
一
部
は
ア
メ
リ
カ
本
土
で
あ
り
、
そ
の
分
は
期
日
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ（
62
）た。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
が
当
選
し
た
ウ
ィ
ッ
プ
ス
に
、
ア
メ
リ
カ
と
パ
ラ
オ
は
特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
パ
ラ
オ
の
新
政
権
と
の
協
力
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、
一
致
し
て
課
題
を
克
服
し
、
安
全
保
障
上
の
協
力
も
増
強
し

て
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
前
進
さ
せ
た
い
と
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ（
63
）た。

ア
メ
リ
カ
、
台
湾
と
の
関
係
維
持
を
明
言
し
て
い
た
ウ
ィ
ッ
プ
ス
が
当
選
を
決
め
る
と
、
台
湾
の
外
交
部
も
直
ち
に
、
パ
ラ
オ
大
使
館

を
通
じ
て
蔡
英
文
総
統
の
祝
辞
を
伝
え
、
今
後
の
両
国
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待
を
示
し（
64
）た。

ウ
ィ
ッ
プ
ス
の
新
政
権
は
、
二
〇
二
五
年
以
後
の
コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
交
渉
と
共
に
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
対
米
交
渉
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
の
対
米
関
係
を
維
持
す
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
オ
は
、
大
統
領
選
挙
後
も
西
太

平
洋
海
域
で
の
国
際
情
勢
の
現
状
変
更
を
求
め
る
勢
力
、
す
な
わ
ち
中
国
の
進
出
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い（
65
）る。

結
語

キ
リ
バ
ス
は
、
人
口
十
万
人
余
り
、
陸
地
面
積
は
八
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
億
九
、
五
〇
〇
億
ド
ル
で
、
世
界
一
九
二

位
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
、
六
七
二
ド
ル
で
一
五
三
位
（
い
ず
れ
も
二
〇
一
九
年
）
と
い
う
小
国
に
し
て
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
の
な
か
で
南
太
平
洋
の
地
政
学
的
要
衝
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
キ
リ
バ
ス
は
、
一
九
七
九
年
の
独
立

の
後
、
一
九
八
〇
年
に
中
国
と
国
交
を
結
ぶ
と
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
中
国
は
タ
ラ
ワ
島
に
情
報
収
集
・
衛
星
追
跡
基
地
を
設
け
て
、
ア

メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
つ
い
て
監
視
し
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
に
、
Ｂ
Ｔ
Ｋ
の
ア
ネ
テ
・
ト
ン
が
大
統
領
に
当
選
す
る
と
、
台
湾
の
中
華
民
国
と
の
国
交
を
樹
立
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
中
国
と
は
国
交
が
断
絶
し
た
。
ア
ネ
テ
・
ト
ン
は
、
中
国
の
情
報
収
集
・
衛
星
追
跡
基
地
の
存
在
を
問
題
視
し
て
い
た
こ
と
に

加
え
て
、
台
湾
か
ら
の
経
済
援
助
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
た
こ
と
が
、
国
交
樹
立
の
主
た
る
理
由
で
あ
る
。
台
湾
と
し
て
は
、
国
交
国
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を
増
加
さ
せ
て
国
際
生
存
空
間
の
拡
大
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
国
連
へ
の
再
加
盟
を
目
指
す
た
め
に
キ
リ
バ
ス
と
の
外
交
関
係
樹
立
に
積

極
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
リ
バ
ス
が
最
貧
国
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
台
湾
が
支
出
可
能
な
支
援
金
で
、
外
交
関
係
の
樹
立
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
後
、
ア
ネ
テ
・
ト
ン
大
統
領
が
憲
法
の
規
定
に
よ
っ
て
三
期
で
退
任
す
る
と
、
後
継
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
野
党
候
補
で
あ
っ
た

マ
ー
マ
ウ
が
当
選
し
た
。
マ
ー
マ
ウ
は
、
台
湾
か
ら
の
援
助
に
満
足
せ
ず
、
中
国
と
の
国
交
樹
立
に
よ
っ
て
、
キ
リ
バ
ス
の
経
済
発
展
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
台
湾
と
国
交
を
断
絶
し
、
中
国
と
の
国
交
樹
立
を
選
択
し
た
。
つ
ま
り
、
政
権
担
当
者
と
中
国
・
台
湾
と
の
外
交
関

係
の
変
更
は
密
接
に
連
動
し
て
い
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
一
九
年
の
間
に
お
け
る
台
湾
と
中
国
の
経
済
力
の
変
化
も
無
視
で
き
な
い
。
二
〇
〇
三
年

当
時
の
台
湾
の
外
貨
保
有
高
は
二
兆
一
、
二
三
〇
億
ド
ル
で
世
界
第
三
位
、
中
国
が
四
兆
一
、
六
一
八
億
ド
ル
で
世
界
第
二
位
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
は
台
湾
は
四
兆
九
、
八
六
九
億
ド
ル
で
世
界
第
七
位
、
中
国
は
三
二
兆
二
、
二
三
七
億
ド
ル
で
世
界
第
一
位

と
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
状
況
が
変
化
し
て
、
経
済
力
の
差
が
開
け
ば
、
経
済
援
助
で
台
湾
が
中
国
と
競
う
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
キ
リ

バ
ス
が
抱
く
期
待
感
も
異
な
っ
て
く
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

な
お
、
本
小
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
キ
リ
バ
ス
の
政
党
構
成
は
変
動
が
常
態
で
あ
り
、
大
統
領
候
補
へ
の
支
持
も
流
動
的
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
議
会
選
挙
で
も
大
統
領
選
挙
で
も
、
一
見
し
て
主
要
な
二
つ
の
政
党
の
間
の
戦
い
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
政
党
が
入
れ
替

わ
る
だ
け
で
な
く
、
各
政
党
に
所
属
す
る
政
治
家
も
か
な
り
変
化
す
る
。
議
会
に
お
け
る
大
統
領
候
補
の
選
択
と
支
持
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
変
化
し
て
お
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
無
原
則
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
キ
リ
バ
ス
の
政
党
制
は
、
社
会
的
な
階
層
、
集
団
に
よ
る
政
党
支

持
母
体
に
一
貫
性
が
あ
る
英
米
型
の
二
大
政
党
制
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
政
党
は
政
治
・
経
済
資
源
の
分
配
の
た
め
の
議

会
内
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
よ
う（
66
）だ。
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さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
の
議
会
選
挙
以
来
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
か
ら
は
、
キ
リ
バ
ス
で
は
現
職
大
統
領
優
位
の
傾
向
が
明
ら
か
で
あ

る
。
二
〇
〇
三
年
も
二
〇
二
〇
年
も
、
議
会
選
挙
で
は
野
党
有
利
の
議
席
数
と
な
っ
た
が
、
大
統
領
選
挙
で
は
現
職
が
当
選
し
て
い
る
。

野
党
の
候
補
者
が
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
て
政
権
交
代
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
と
二
〇
一
九
年
の
大
統
領
選
挙
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
現
職
が
三
期
連
続
の
任
期
を
終
了
し
て
、
二
大
政
党
が
と
も
に
新
た
な
候
補
者
を
立
て
た
選
挙
で
あ
る
。
そ
う
し
た
際
に
、
国

民
は
政
権
交
代
で
、
キ
リ
バ
ス
の
政
治
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
政
権
交
代
と
中
国
お
よ
び
台
湾
と
の
国
交
の
転
換
が
連
動
し
て
行
わ
れ
た
。
二
大
政
党
的
な
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
キ
リ
バ

ス
で
あ
る
が
、
ど
の
候
補
者
も
雇
用
の
改
善
、
就
労
の
拡
大
と
教
育
問
題
を
公
約
に
掲
げ
て
選
挙
戦
に
臨
む
た
め
、
こ
れ
ら
の
政
策
で
は

差
別
化
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
台
湾
と
の
国
交
を
と
る
か
中
国
と
の
国
交
を
と
る
か
に
よ
っ
て
差
別
化
し
た
と
も
い
え
る
。

つ
ま
り
、
キ
リ
バ
ス
の
台
湾
と
の
国
交
樹
立
と
中
国
と
の
国
交
断
絶
は
、
自
由
と
民
主
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
基
本
的
な
価
値
観
に
立

脚
し
た
政
策
選
択
で
は
な
い
。
キ
リ
バ
ス
は
、
憲
法
の
規
定
に
則
っ
て
、
定
期
的
な
選
挙
と
大
統
領
の
議
会
お
よ
び
一
般
国
民
投
票
に
よ

る
選
出
と
い
う
民
主
主
義
の
手
続
き
が
機
能
し
て
お
り
、
政
権
交
代
も
一
定
の
周
期
で
実
現
し
て
い
る
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
が
、
民
主

主
義
を
実
践
し
て
い
る
各
政
党
、
政
党
政
治
家
は
、
基
本
的
価
値
観
と
は
別
に
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
ま
た
キ
リ
バ
ス
の
経
済
発

展
策
の
た
め
に
、
国
交
相
手
国
と
し
て
一
党
独
裁
の
中
国
と
民
主
国
家
で
あ
る
台
湾
と
を
、
時
に
応
じ
て
選
択
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
キ
リ
バ
ス
の
地
政
学
的
な
位
置
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
選
択
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
米
中
の
軍
事
戦
略
に
影
響
を
与
え
る
も

の
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
パ
ラ
オ
の
大
統
領
選
挙
に
は
、
キ
リ
バ
ス
と
は
異
な
る
前
提
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
コ
ン
パ
ク
ト
の
存
在
が
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
が
パ
ラ
オ
の
経
済
を
下
支
え
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
保
障
を
担
当
し
て
お
り
、
郵
便
物
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
ア
メ
リ
カ
な
し

に
維
持
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
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そ
れ
で
も
、
中
国
が
西
太
平
洋
へ
の
進
出
を
積
極
化
さ
せ
る
な
か
で
、
二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
挙
に
際
し
て
は
、
中
国
と
の
関
係
重
視

を
訴
え
る
候
補
者
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
と
の
外
交
関
係
を
開
く
か
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
維
持
す
る
か
が
、
パ
ラ
オ
の
大
統
領

選
挙
に
お
い
て
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
に
お
い
て
米
中
の
対
立
が
深
ま
っ
た
こ
と
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」に
よ
っ

て
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
支
援
を
強
化
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
九
月
の
ソ
ロ
モ
ン
と
キ
リ
バ
ス
の
台
湾
と
の
断
交
と
中
国
と
の
国

交
樹
立
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
議
会
の
危
機
感
を
高
め
、「
台
北
法
」
が
成
立
す
る
等
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
台
湾

支
援
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
し
て
は
、
六
月
の
キ
リ
バ
ス
大
統
領
選
挙
で
の
台
湾
派
の
敗
北
も
あ
り
、
大
統
領
選
挙

直
前
に
エ
ス
バ
ー
国
防
長
官
を
パ
ラ
オ
に
派
遣
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
姿
勢
を
有
権
者
に
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
米
軍
基
地
の
設
置

を
含
め
長
期
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
つ
い
て
、
パ
ラ
オ
政
府
と
の
間
で
合
意
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
対
米
関
係
を
重
視
し
、
台

湾
と
の
関
係
維
持
が
明
確
な
ウ
ィ
ッ
プ
ス
候
補
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

追
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【
注
】

（
1
）
二
〇
一
九
年
六
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
レ
ポ
ー
ト
」（T
he
D
epartm

ent
of
D
efense,

Indo-Pacific
Strategy

R
eport,

June
1
st,
2019

）、
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
日
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋：

共
有
構
想
」（T

he
D
epartm

ent
of
States

B
ureau

of
E
ast
A
sian

and
Pacific

A
ffairs,

A
Free

and
O
pen
Indo-Pacific:

A
dvancing

a
Shared

V
ision

,
N
ovem

ber
3
rd,
2019

）、
二
〇

一
九
年
一
〇
月
一
〇
日
、
台
湾
の
蔡
英
文
総
統
の
双
十
節
の
ス
ピ
ー
チ（「「
強
靭
な
国
世
界
へ
前
進
」、
蔡
英
文
総
統
が
国
慶
節
祝
賀
大
会
で
演
説
」

台
湾
週
報
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
四
日
、https://w

w
w
.roc-taiw

an.org/jp_ja/post/67558.htm
l

）。
さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
一
月
五
日
に
ア
メ
リ

カ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
基
本
を
定
め
た
文
書
の
秘
密
指
定
が
解
除
さ
れ
、
十
二
日
に
公
表
さ
れ
て
、
そ
の
概
要
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
（U

.S.
ST
R
A
T
E
G
IC
FR
A
M
E
W
O
R
K
FO
R
T
H
R
IN
D
O
-PA
C
IFIC
,
U
SN
I
N
ew
s,
January

15,
2021,

https://new
s.usni.org/2021/

01/15/u-s-strategic-fram
ew
ork-for-the-indo-pacific

な
ど
）。

（
2
）
「
第
九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
地
の
決
定
」（
外
務
省W

E
B

ペ
ー
ジ
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/press/release/press
4_008298.

htm
l

）。

（
3
）
「
第
八
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（PA
L
M
8

）二
〇
一
八
年
五
月
一
八
日
〜
一
九
日
」（
外
務
省W

E
B

ペ
ー
ジ
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj

/a_o/ocn/page
25_000943.htm

l

）。

（
4
）
「
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
国
交
樹
立
」（
台
北
週
報
二
一
二
一
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
七
日
、https://w

w
w
.roc-taiw

an.org/jp_ja/post/12941.

htm
l

）。

（
5
）
「
中
国
と
ナ
ウ
ル
の
国
交
樹
立

事
実
関
係
を
照
会
／
台
湾
外
交
部
」（
読
売
新
聞
、
2
0
0
2
年
7
月
22
日
）、「
二
千
三
百
万
人
民
は
自
己
の
道

を
歩
む
べ
き
『
自
由
時
報
』（
七
月
一
四
日
）」（
台
北
週
報
二
〇
六
〇
号
（
二
〇
〇
二
・
八
・
八
）、https://w

w
w
.roc-taiw

an.org/jp_ja/post/12890.

htm
l

）、「
台
湾
と
ナ
ウ
ル
が
国
交
を
回
復
」（
台
湾
週
報
二
〇
〇
五
年
五
月
一
六
日
、https://w

w
w
.roc-taiw

an.org/jp_ja/post/4455.htm
l

）。

（
6
）
「
キ
リ
バ
ス
水
没
な
ら
全
住
民
受
け
入
れ
フ
ィ
ジ
ー
大
統
領
」（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
二
月
一
七
日
、https://w

w
w
.nikkei.com

/article/

D
G
X
N
A
SG
M
1600Y

_X
10C
14A
2E
B
1000

）。

（
7
）

M
aneaba

ni
M
aungatabu

（H
ouse

of
A
ssem
bly

）
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
、W

elcom
e
to
the
M
aneaba

ni
M
aungatabu

の
説
明
に
よ

る
（https://w

w
w
.parliam

ent.gov.ki/

）。

（
8
）

M
aneaba

ni
M
aungatabu

（H
ouse

of
A
ssem
bly

）
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
、E

lection
of
the
B
eretitenti

の
説
明
に
よ
る
（https://w

w
w
.

parliam
ent.gov.ki/election-beretitenti

）。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
の
大
統
領
選
挙
法
改
正
法
、A

N
A
C
T
T
O
A
M
E
N
D
T
H
E
E
L
E
C
T
IO
N
O
F
T
H
E

B
E
R
E
T
IT
E
N
T
I
A
C
T

、file:///C
:/U
sers/user/D

ow
nloads/K

iribati%
20A
ct%
20to%

20A
m
end%

20the%
20E
lection%

20of%
20the%

20B
eretitenti
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（
9
）

M
aneaba

ni
M
aungatabu

（H
ouse

of
A
ssem
bly

）
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
、T
he
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and
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C
abinet

の
説
明
に
よ
る
（https://

w
w
w
.parliam

ent.gov.ki/presidency-and-cabinet

）。

（
10
）
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
二
〇
〇
二
年
キ
リ
バ
ス
選
挙
に
つ
い
て
の
報
告
（K

IR
IB
A
T
I,
Parliam

entary
C
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ber:

M
aneaba

N
i
M
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E
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E
C
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H
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IN
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。
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。
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Ｗ
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of
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m
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l
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l

）、
お
よ
び
ア
ダ
ム
・
カ
ー
の
選
挙
情
報
ア
ー
カ
イ

ブ
（http://psephos.adam
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テ
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orld/oceania/kiribati-politics.htm
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友
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台
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0402150047-story.htm
l

）、C
hina

severs
diplom

atic
ties
w
ith
K
iribati,

A
B
C
new
s
A
ustralia,

29
N
ovem

ber,
2003

（https://w
w
w
.abc.net.

au/new
s/2003-11-29/china-severs-diplom

atic-ties-w
ith-kiribati/97836

）

（
17
）

A
bout

60
percent

of
K
iribati

parliam
ent
to
be
decided

in
next

w
eek’s

second
round

of
voting

、R
adio

N
ew
Z
ealand,

23
A
ugust,

2007

（
18
）

R
ulers

O
rganization

の
二
〇
〇
七
年
の
ま
と
め
よ
り
（https://w

w
w
.rulers.org/2007-10.htm

l

）

（
19
）
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
キ
リ
バ
ス
議
会
選
挙
の
報
告
よ
り
、K

IR
IB
A
T
I,
Parliam

entary
C
ham
ber:

M
aneaba

N
i
M
aungatabu,

E
L
E
C
T
IO
N
S
H
E
L
D
IN

2003

（http://archive.ipu.org/parline-e/reports/arc/2169_03.htm

）

（
20
）
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り
「
潘
基
文
（
パ
ン
・
ギ
ム
ン
）
事
務
総
長
の
歴
訪
で
振
り
返
る
激
動
の
二
〇
一
一
年
（
そ
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の
④
）」（https://w

w
w
.unic.or.jp/secretary-general/list_sg/ban_ki-m

oon/sg_visits/2063/

）。

（
21
）
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
キ
リ
バ
ス
議
会
二
〇
一
一
年
選
挙
の
報
告
、K

IR
IB
A
T
I,
M
aneaba

N
i
M
aungatabu

（H
ouse

of
A
ssem
bly

）,E
lections

in
2011

（http://archive.ipu.org/parline-e/reports/arc/2169_11.htm

）、K
iribati’s

Tong
beats

challengers
to
w
in
third

term
,
R
adio

N
ew
Z
ealand,

14
January,

2012

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/pacific-new

s/201958/kiribati's-tong-beats-challengers-to-w
in-third-term

）

（
22
）

K
iribati’s

Tong
confident

of
Parliam

ent's
support,

R
adio

N
ew
Z
ealand,

17
January,

2012

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/pacific

-new
s/202010/kiribati%

27s-tong-confident-of-parliam
ent%

27s-support

）
お
よ
びE

lection
G
uide

の
報
告
、R

epublic
of
K
iribati,

E
lection

for
President,

E
lectionG

uide,
13
January,

2012

（https://w
w
w
.electionguide.org/elections/id/2219/

）、K
iribati:

E
lections

delayed,
A
B
C

R
adio

A
ustralia,

31
D
ecem

ber,
2011

（https://thevotingnew
s.com

/kiribati-elections-delayed-abc-radio-australia/

）

（
23
）
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
キ
リ
バ
ス
の
議
会
選
挙
に
つ
い
て
の
報
告
よ
り
、K

IR
IB
A
T
I,
M
aneaba

N
i
M
aungatabu

（H
ouse

of
A
ssem
bly

）（http://archive.
ipu.org/english/parline/reports/2169.htm

）

（
24
）

D
em
ocracy

A
ssistance

&
E
lections

N
ew
s

のE
lecttion

G
uide

、R
epublic

of
K
iribati

の
二
〇
一
六
年
選
挙
結
果
に
よ
る
（https://w

w
w
.

electionguide.org/elections/id/2617/
）

（
25
）

Taneti
M
aam
au
declared

new
president

of
K
iribati,

R
adio

N
ew
Z
ealand,

10
M
arch,

2016

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/

pacific-new
s/298579/taneti-m

aam
au-declared-new

-president-of-kiribati

）

（
26
）
キ
リ
バ
ス
大
統
領
府
の
公
式W
E
B

サ
イ
ト
か
ら
、President

Taneti
M
aam
au
biography,

O
ffice

of
Te
B
eretitenti

R
epublic

of
K
iribati

（https://w
w
w
.president.gov.ki/president-taneti-m

aam
au/

）

（
27
）
キ
リ
バ
ス
大
統
領
府
の
公
式W

E
B

サ
イ
ト
か
ら
、K

iribati
20-year

V
ision

（K
V
20

）,O
ffic
of
Te
N
eretitenti

R
epublic

of
K
iribati

（http:
//w
w
w
.president.gov.ki/kiribati-20-year-vision-kv20/

）

（
28
）

Sam
antha

G
oins,

Sea-L
evel

R
ise
and

C
lim
ate
M
igration:

T
he
Story

of
K
iribati,

E
nvironm

ental
L
aw
Institute,

16
July,

2018

（https://w
w
w
.eli.org/vibrant-environm

ent-blog/sea-level-rise-and-clim
ate-m

igration-story-kiribati

）

（
29
）

Pro-C
hina

K
iribati

president
loses

m
ajority

over
sw
itch
from

Taiw
an,
T
he
G
uardian,

24
A
pril,

2020

（https://w
w
w
.theguardian.com

/w
orld/2020/apr/24/pro-china-kiribati-president-loses-m

ajority-over-sw
itch-from

-taiw
an

）、C
hina

C
ould

B
e
in
R
each

of
H
aw
aii
A
fter

K
iribati

E
lects

Pro-B
eijing

President,
Foreign

Policy,19
June,

2020,（https://foreignpolicy.com
/2020/06/19/kiribati-election-china-taiw

an

/

）

（
30
）

K
iribati

to
go
to
polls

for
elections

in
A
pril

、
ラ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
（https://w

w
w
.rnz.co.nz/
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international/pacific-new

s/411125/kiribati-to-go-to-polls-for-elections-in-april

）

（
31
）

R
ulers

O
rganization

の
二
〇
二
〇
年
四
月
の
ま
と
め
（http://rulers.org/2020-04.htm

l

）

（
32
）

E
lectionG

uide

の
キ
リ
バ
ス
の
二
〇
二
〇
年
第
二
回
投
票
の
紹
介
（https://w
w
w
.electionguide.org/elections/id/3497/

）

（
33
）

Pro-C
hina

K
iribati

president
loses

m
ajority

over
sw
itch
from

Taiw
an,
T
he
G
uardian,

24
A
pril,

2020

（https://w
w
w
.theguardian.com

/w
orld/2020/apr/24/pro-china-kiribati-president-loses-m

ajority-over-sw
itch-from

-taiw
an

）

（
34
）

K
iribati

presidential
election

could
lead

to
restoration

of
Taiw
an
ties,

Taiw
an
N
ew
s,
16
June,

2020

（https://w
w
w
.taiw
annew

s.com
.

tw
/en/new

s/3948840

）

（
35
）

Taiw
an-C
hina

tussle
plays

out
in
K
iribati

elections,
Taipei

T
im
es,
20
June,

2020

（https://w
w
w
.taipeitim

es.com
/N
ew
s/w
orld/archives

/2020/06/20/2003738554

）

（
36
）

C
laim
s
of
C
hinese

interference
hit
upcom

ing
K
iribati

vote,
Islands

B
usiness,

5
June,

2020

（https://islandsbusiness.com
/past-new

s

-break-articles/item
/2827-claim

s-of-chinese-interference-hit-upcom
ing-kiribati-vote.htm

l

）、C
hina

C
ould

B
e
in
R
each

of
H
aw
aii
A
fter

K
iribati

E
lects

Pro-B
eijing

President,
C
hina

C
ould

B
e
in
R
each

of
H
aw
aii
A
fter

K
iribati

E
lects

Pro-B
eijing

President,
Foreign

Policy,
19
June,

2020

（https://foreignpolicy.com
/2020/06/19/kiribati-election-china-taiw

an/

）

（
37
）

B
oost

for
B
eijing:

pro-C
hina

president
w
ins
re-election

in
K
iribati

、T
he
G
uardian,

23
June,

2020

（https://w
w
w
.theguardian.com

/w
orld/2020/jun/23/pro-china-president-w

ins-re-election-in-kiribati

）

（
38
）
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
のU

.S.
R
elations

W
ith
Palau

https://w
w
w
.state.gov/u-s-relations-w

ith-palau/

お
よ
び
内
務
省
の

公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
、O
ffice

of
Insular

A
ffairs

のC
om
pacts

of
Free

A
ssociation

、https://w
w
w
.doi.gov/oia/com

pacts-of-free-association

、

日
本
の
外
務
省
の
各
国
基
礎
デ
ー
タ
、
パ
ラ
オ
共
和
国
の
一
般
情
報
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palau/data.htm
l#section1

参
照
。

（
39
）

D
onald

R
.
Shuster,

E
lections

in
the

R
epublic

of
Palau,

2
M
ay,

2017

（https://w
w
w
.tandfonline.com

/doi/abs/10.1177/

00323187090610010201?journalC
ode=

rpnz
20

）

（
40
）

Palau
election

too
close

to
call,

T
he
G
uam

D
aily

Post,
6
N
ov,
2016

（https://w
w
w
.postguam

.com
/palau-election-too-close-to-call/

article_5ae76d46-a24d-11e6-b77d-b7b2cbab0571.htm
l

）

（
41
）

T
R
and

O
ilouch

ahead
in
Palau

proper
and

central
in
Prim
ary
E
lection,

Island
T
im
es
Palau,

30
Septem

ber,
2020

（https://
islandtim

es.org/tr-and-oilouch-ahead-in-palau-proper-and-central-in-prim
ary-election/?

）

（
42
）

Palau
election

too
close

to
call,

T
he
G
uam

D
aily

Post,
6
N
ov,
2016

（https://w
w
w
.postguam

.com
/palau-election-too-close-to-call/
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article_5ae76d46-a24d-11e6-b77d-b7b2cbab0571.htm
l

）

（
43
）

IFE
S
E
lection

G
uide

民
主
支
援
選
挙
情
報
の
選
挙
指
南
、D

em
ocracy

A
ssistance

&
E
lection

N
ew
s,
E
lection

G
uide,

1
N
ov,
1
2016

（https://w
w
w
.electionguide.org/elections/id/2674/

）
た
だ
し
、
一
説
に
は
有
権
者
数
一
、
六
三
二
〇
で
投
票
者
が
一
〇
、
〇
八
四
、
投
票
率
は
約

六
一
％
。

（
44
）

W
hipps

leads
R
em
engesau

in
Palau

early
results,

R
adio

N
ew
Z
ealand,

2
N
ovem

ber,
2016

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/

pacific-new
s/317141/w

hipps-leads-rem
engesau-in-palau-early-results

）

（
45
）

Slim
lead

for
incum

bent
in
Palau

election

―

A
bsentee

votes
to
decide

result,
R
adio

N
ew
Z
ealand,

3
N
ovem

ber,
2016

（https://
w
w
w
.rnz.co.nz/international/pacific-new

s/317315/slim
-lead-for-incum

bent-in-palau-election-absentee-votes-to-decide-result

）

（
46
）
在
日
パ
ラ
オ
大
使
館
の
公
式W

E
B

サ
イ
ト
、General
E
lection

R
esults,

22
N
ovem

ber,
2016

（http://palauem
bassy.or.jp/en/2016/11/general

-election-results/#.X
_sfhdgzaM

8

）

（
47
）

Presidential
candidates

face
off
in
2
nd
debate,

Island
T
im
es
Palau,

17
June,

2020

（https://islandtim
es.org/presidential-candidates-

face-off-in-2nd-debate/

）

（
48
）

A
bsentee

ballots
at
risk

due
to
C
O
V
ID
im
pact,

Island
T
im
es
Palau,

21
A
ugust,

2020

（https://islandtim
es.org/absentee-ballots-at-

risk-due-to-covid-im
pact/

）

（
49
）

B
ill
extending

deadline
to
receive

absentee
ballots

subm
itted,

Island
T
im
es
Palau,

25
A
ugust,

2020

（https://islandtim
es.org/bill-

extending-deadline-to-receive-absentee-ballots-subm
itted/

）

（
50
）

E
C
“m
andated

by
law
”
to
keep

absentee
ballot

deadlines,
Island

T
im
es
Palau,

18
Septem

ber,
2020

（https://islandtim
es.org/ec-

m
andated-by-law

-to-keep-absentee-ballot-deadlines/?relatedposts_hit=
1&
relatedposts_origin=

38303&
relatedposts_position=

1

）

（
51
）
パ
ラ
オ
選
挙
管
理
委
員
会
の
公
式W

E
B

サ
イ
ト
（R

epublic
of
Palau

11th
G
eneralE

lection,
https://palauelection.org/

）

（
52
）

Palau
w
ill
hold

elections
for
president

and
the
N
ational

C
ongress,

Foreign
B
rief,

3
N
ovem

ber,
2020

（https://foreignbrief.com
/daily

-new
s/general-elections-w

ill-be-held-in-palau-to-elect-a-president-and-the-national-congress/

）
お
よ
びR

ieko
H
ayakaw

a,
Ph.D

,
Targeting

Palau
and
other

Island
C
ountries,

C
hina

Puts
H
um
an
R
ights

and
Pacific

Security
at
R
isk,
Japan

Forw
ard,

9
January,

2021

（https:/
/japan-forw

ard.com
/targeting-palau-and-other-island-countries-china-puts-hum

an-rights-and-pacific-security-at-risk/

）

（
53
）

U
S
stresses

com
m
itm
ent
to
finalise

C
om
pact

w
ith
Palau,

R
adio

N
ew
Z
ealand,

1
Septem

ber,
2020

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/

international/pacific-new
s/424955/us-stresses-com

m
itm
ent-to-finalise-com

pact-w
ith-palau

）



73 キリバス共和国とパラオ共和国の大統領選挙と台湾との外交関係

（
54
）

Palau
invites

U
S
m
ilitary

to
use
land

and
w
aters,

R
adio

N
ew
Z
ealand,

5
Septem

ber,
2020

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/

pacific-new
s/425291/palau-invites-us-m

ilitary-to-use-land-and-w
aters

）

（
55
）

Palau
renew

s
invite

for
U
S
m
ilitary

to
m
ove
in,
R
adio

N
ew
Z
ealand,

21
O
ctober,

2020

（https://w
w
w
.rnz.co.nz/international/pacific

-new
s/428814/palau-renew

s-invite-for-us-m
ilitary-to-m

ove-in

）

（
56
）

R
ieko

H
ayakaw

a
&
Jennifer

L
A
nson,

D
em
ocracies

M
ust
Step

U
p
to
C
ounter

C
hina’s

D
om
inance

O
ver
the
Pacific

Islands,

Japan
Forw

ard,
14
A
ugust,

2020

（https://japan-forw
ard.com

/dem
ocracies-m

ust-step-up-to-counter-chinas-dom
inance-over-the-pacific-

islands/

）

（
57
）

S.1678
-
Taiw
an
A
llies

International
Protection

and
E
nhancem

ent
Initiative

（TA
IPE
I

）A
ct
of
2019

（https://w
w
w
.congress.gov/bill/

116th-congress/senate-bill/1678/text

）

（
58
）
前
掲（
1
）

（
59
）

Prim
ary
E
lection

underw
ay
to
decide

2
Presidential

C
andidates

for
G
eneral

E
lection,

Island
T
im
es
Palau,

22
Septem

ber,
2020

（https://islandtim
es.org/prim

ary-election-underw
ay-to-decide-2-presidential-candidates-for-general-election

/?

）、
お
よ
びO

ilouch
vs.

W
hipps

in
race

to
presidency,

Island
T
im
es
Palau,

25
Septem

ber,
2020

（https://islandtim
es.org/oilouch-vs-w

hipps-in-race-to-presidency

/?

）

（
60
）

O
ilouch

concedes
to
W
hipps

in
Palau

presidential
election,

Pacific
N
ew
s
C
enter,

6
N
ovem

ber,
2020

（https://w
w
w
.pncguam

.com
/

oilouch-concedes-to-w
hipps-in-palau-presidential-election/

）

（
61
）

Palau
E
lection

C
om
m
ission

officially
certifies

election
results,

Island
T
im
es
Palau,

20
N
ovem

ber,
2020

（https://islandtim
es.org/

palau-election-com
m
ission-officially-certifies-election-results/?

）

（
62
）

A
bsentee

ballots
num
bering

1,029,
to
be
tabulated

tonight,
Island

T
im
es
Palau,

10
N
ovem

ber,
2020

（https://islandtim
es.org/

absentee-ballots-num
bering-1029-to-be-tabulated-tonight/

）

（
63
）
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
一
日
、
ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
声
明
（https://w

w
w
.state.gov/on-the-presidential-elections-in-the-republic-of-palau/

）

（
64
）

Taiw
an
congratulates

Surangel
W
hipps

Jr.
on
w
inning

Palau
presidential

election,
Taiw
an
N
ew
s,
18
N
ovem

ber,
2020

（https://w
w
w
.

taiw
annew

s.com
.tw
/en/new

s/4056568

）

（
65
）

Palau’s
new

president
vow
s
to
stand

up
to
‘bully’

C
hina,

T
he
G
uardian,

18
January,

2021

（https://w
w
w
.theguardian.com

/w
orld/

2021/jan/18/palaus-new
-president-vow

s-to-stand-up-to-bully-china

）
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（
66
）

Takuia
U
akeia,

K
iribati

（http://repository.usp.ac.fj/8788/1/K
iribati.pdf

）
参
照
。
な
おTakuia

は
、
フ
ィ
ジ
ー
の
南
太
平
洋
大
学
（T

he

U
niversity

of
the
South

Pacific

）
の
研
究
者
。


